
（３）認知症施策の推進

○ 認知症の進行に伴い生じてくる症状や医療・介護サービスなどの情報をまとめた「標準的な認知症ケアパ
ス」を作成・配布します。また、「認知症サポーター養成講座」、「市政出前講座」の開催や子どもたちへの
啓発活動を行う「認知症こども“力”（ちから）プロジェクト」を推進します。
○ 認知症の人に対して初期の支援を集中的に行う「認知症初期集中支援チーム」の整備を進めます。
○ ＭＣＩ（軽度認知障害）の人は、65 歳以上の約13％と見られていることから、早期発見・ケアに努めると
ともに、必要な助言を行います。
○ 認知症の人やその家族が安心して過ごせる居場所として「認知症カフェ」の整備を進めます。
○ 認知症施策をさらに推進するため、有識者をはじめ、認知症コーディネーター、認知症地域支援推進員な
ど、認知症に関する専門性を有するスタッフとともに必要な施策について、調査・研究します。

　認知症の進行に伴い生じてくる症状や医療・介護サービスなどの情報をまと
めた「標準的な認知症ケアパス」を平成２７年度に作成し、平成２８年度には
利用者の声を反映した改定版の認知症ケアパスを作成。普及のため、年2回
「認知症ケアパス講演会」を開催しました。
　また、平成２８年度は「認知症サポーター養成講座」を１７９回開催し、ま
た「認知症こどもちからプロジェクト」として、中央区、花見川区、美浜区等
の小中学校で「認知症サポーター養成講座」を実施し、認知症に関する知識の
普及に努めました。
　「認知症初期集中支援チーム」については、H29年1月より2チーム増設し、
稲毛区・緑区でも活動を開始しました。
　「認知症カフェ」の整備については、運営者や関心のある方対象に研修会を
開催したり、平成２７年度より引き続き設置や運営などの費用の一部補助を行
い、平成２８年度には認知症カフェの情報をホームページに掲載し、ＰＲを行
いました。

　ほぼ計画通り実施している。
　今後は若い世代や職域を対象に「認知
症サポーター」の養成を実施するなど、
引き続き認知症の知識の普及・啓発を実
施し、認知症への理解の促進を図る。
　かかりつけ医の認知症対応力向上研修
について参加して頂ける医師の増加に向
け、市医師会の協力の下、検討を行う。

（４）生涯にわたる健康
づくりの推進

○ 食生活、身体活動・運動など様々な分野において、市民の健康づくり活動を支援し、生活習慣の改善を図り
ます。また、市民自らが健康への関心を高め、主体的に健康づくりに取り組めるように、地域・職域関係者と
地域の特性にあったネットワークづくりを推進します。
○ 保健福祉センターを拠点とした健康教育や健康相談などの保健サービスの充実並びに食育や歯・口腔の健康
づくりの推進及び運動習慣の普及・啓発を図ります。また、企業などと連携して就労世代に対する健康づくり
を支援することで、生活習慣病の予防に努めるとともに、疾病の早期発見・早期治療のため、がん検診や歯周
疾患検診などの受診率の向上や予防接種による疾病予防対策の充実を図ります。

　食生活、身体活動・運動など様々な分野において、市民の健康づくり活動を
支援し、生活習慣の改善を図るため、講演会や各種教室を開催し、啓発に努め
ました。
　また、市民自らが健康への関心を高め、主体的に健康づくりに取り組めるよ
うに、地域が中心となって運動を継続する「ヘルスサポーター」養成を推進し
ております。

ヘルスサポーター（健康づくり支援者）
は、各区において２回開催できている。
今後、区保健福祉センターを会場とする
ことに限らず、自治会や公民館等、住民
の身近な場所での開催を検討する必要が
ある。

（１）あんしんケアセン
ターの機能強化

○ 今後の高齢者人口の増加や分布に応じ、平成29 年度に６センターを増設して、市内30 センター体制とする
とともに、基幹型機能を持つあんしんケアセンター設置の検討を行います。
また、新たな介護予防・日常生活支援総合事業に取り組むことや地域包括ケアシステムの充実を図ります。
○ あんしんケアセンターの人員配置についてより適正化を図るため、計画的に職員を増員します。

　あんしんケアセンターについては、平成２８年度に公募による事業者選定及
び受託法人へ設置準備に関する委託を行い、平成29年4月1日からあんしんケア
センター数を24か所から30か所（出張所2か所含）に増設しました。
　あんしんケアセンターの人員配置については、あんしんケアセンターの６か
所増設に伴い平成２９年度に包括三職種を１３７人に増員しました。
　また、平成２９年度に３区の保健福祉センターにあんしんケアセンターを支
援する体制を整備しました。

計画どおり実施している。今後も、引き
続き、高齢者人口に応じた包括三職種人
数を配置し、きめ細かな対応をとれる体
制を整えていく。

（２）在宅医療・介護連
携の推進

○ 訪問診療を行う医師の育成や「（仮称）市認定在宅介護対応薬局」の確保、市立病院による訪問診療医の
バックアップ体制を構築するとともに、既に実施している訪問歯科診療事業の拡充も含め、市民が在宅で医療
を受けるための基盤整備を行います。
また、各種研修や、在宅ケア資源データの共有に加え、市立病院をはじめとする市内病院の医療連携ネット
ワークの構築なども視野に入れ、医療・介護関係者の連携やスキルアップなどを図ります。
さらに、出前講座やシンポジウムの開催、各種媒体の活用により、これらの取組を市民へ周知することで、市
民自ら在宅医療・介護について考えることができる機会を創出します。
○ 家族介護者が特に困難を感じている介護技術（排泄介助、食事介助方法など）について、介護方法に関する
相談を行う「家族介護者支援センター」を設置するとともに、訪問介護事業者などが要介護（要支援）者等宅
を訪問し、介護技術の講習を行う「家族に対する介護技術養成事業（訪問レッスン）」を実施します。

　地域の医療・介護資源・福祉資源の把握及び活用のため、平成２８年度に
『在宅医療・介護資源調査』を実施し、将来必要な資源量の推計を実施しまし
た。平成２９年度に得られた推計結果等を関係者間で共有するためのわかりや
すい提示方法や共有範囲等について、関係職種と協議しながら検討します。
　訪問診療を行う医師や医療職及び介護職を対象とした研修の実施について
は、平成２８年度実績は計画を大幅に上回りました。
　市民に対し、平成２８年度は「終末期を含めたライフスタイルについて」講
演会を開催し、平成２９年度も引き続き開催します。
　家族介護者支援については、電話相談、訪問レッスンを実施するとともに、
研修会を６回開催し、介護者の負担軽減を図りました。

　研修、講演会等については、計画通り
実施している。
　引き続き、在宅医療・介護連携基盤整
備については、関係機関と体制づくりに
努める。
　家族介護者支援については、訪問レッ
スンの利用が伸び悩んでおり、効果的な
周知方法を検討する。

千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における計画事業の取組み及び評価（概要）
【計画期間：平成27年度～29年度】
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千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における計画事業の取組み及び評価（概要）
【計画期間：平成27年度～29年度】   資料 2 

（８）安全・安心なまち
づくりの推進

○ 災害時における要支援者の支援については、それぞれの要支援者の状況に応じた的確な支援が重要であり、
防災関係部局や地域の自治会組織、自主防災組織、民生委員などと連携し、安否確認や避難支援の仕組みづく
りを推進します。
○ 高齢者の消費者被害を防止するため、関係機関及び団体が密接に連携するとともに、悪質商法の手口や対処
方法などの啓発に努めます。
○ 高齢者が安心して外出し、積極的に社会に関われるよう、都市施設、公園、公共交通機関などのバリアフ
リー化を推進するとともに、多様な移動手段の確保と充実に努めます。

　近年多発している自然災害時において高齢者は災害弱者となるため、防災関
係部局や地域の自治会組織、民生委員などと連携し、「避難行動要支援者」の
情報共有、支援体制の強化を推進します。
　また、高齢者の消費者被害を防止について、関係機関と協力して取り組みま
す。

おおむね計画通りに実施した。
家具転倒防止対策の利用者の助成件数
が、伸び悩んでいるため、。H28年度に
町内自治会回覧を行ったところ、一定の
効果があったと思われる。

（６）高齢者の住まいの
安定的な確保

○ 身体機能の低下した高齢者が、地域で安心して生活が送れるよう、段差解消、転倒防止（手すり設置）など
のバリアフリー構造による住宅の確保及び住宅改修を支援します。
○ 高齢者にふさわしいハードと安心できる見守りサービスを提供する「サービス付き高齢者向け住宅」の供給
を促進します。

　高齢化率の増加に伴って、身体能力の低下した高齢者が地域で安心して生活
が送れるよう、バリアフリー構造による住宅の確保及び住宅改修の支援を引き
続き実施します。
　また、「サービス付き高齢者向け住宅」の供給推進については、適切な管理
運営が行われるよう、立ち入り検査や定期報告を実施します。
平成29年4月1日から住宅関連情報提供コーナーを「すまいのコンシェルジュ」
にリニューアルし、引き続き住宅のバリアフリー化の促進などの啓発を行いま
す。

おおむね計画通りに実施した。
引き続き。今後増加する高齢者の住まい
の確保に努める。

（７）支え合いの体制づ
くりの促進

○ 高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らし続けることができるよう、「支え合いのまち千葉 推
進計画（第３期千葉市地域福祉計画）」に基づき、地域、千葉市社会福祉協議会及び市が連携・協働して、地
域で支え合う仕組みづくりを推進します。
○ 民生委員や地域住民などが支え合う、高齢者の見守りネットワークづくりを支援します。
また、地域支え合い体制づくり事業により地域に整備された支え合いの体制を、引き続き支援します。
○ 三世代同居等支援事業について、「データでみる千葉市の魅力ＰＲチラシ」に掲載するなど、積極的にア
ピールします。

　「支え合いのまち千葉推進計画（第３期千葉市地域福祉計画）」に基づき、
地域、社会福祉協議会、市が、連携して、地域で支え合う仕組みづくりにおい
て、平成２７年度から千葉市社会福祉協議会に対して補助している「高齢者生
活支援サービス基盤づくり事業」の実施など、地域包括ケアシステムにおける
高齢者支援の観点から住民主体の取り組みを支援しています。

おおむね計画通りに実施した。
引き続き、今後増加する高齢者への見守
りや生活支援など、地域で支える体制づ
くりに努める。

（５）生活支援・介護予
防サービスの基盤整備の
推進

○ 「セルフケアの促進」、「閉じこもりの防止」、「地域で活躍するリーダー的存在の養成」などの視点か
ら、元気なうちから健康づくりに取り組むきっかけとなるような、一般介護予防事業を展開します。
○ 住み慣れた地域でいつまでも元気にいきいきと暮らし続けることを目的に「セルフマネジメント」の手法を
お知らせし、自ら積極的に取り組めるよう支援します。
○ 毎日の生活に生かせる運動、口腔機能向上、栄養改善及び認知症予防などへの取組みを総合的に行う介護予
防教室を開催し、セルフケアに取り組むきっかけを提供します。
○ 介護予防教室に参加した後、地域のリーダーとしていきいきと活躍できるよう支援します。
○ 高齢者の生活支援サービスを推進していくことを目的として、地域における生活支援サービスのコーディ
ネート機能を担う「生活支援コーディネーター」を配置します。
○ 介護保険以外の在宅サービスについても、民間の事業者だけではなく、多様な主体によるサービスの参入も
視野に入れ、高齢者の在宅生活を支援します。
○ 高齢者が特別養護老人ホームなどで行うボランティア活動に対して、ポイントを付与する介護支援ボラン
ティア制度を継続し、高齢者のボランティア活動への参加を支援します。
○ これまで、サービスの種類、内容、単価などについて全国一律で提供されてきた予防給付のうち、訪問介護
と通所介護は、介護保険法の改正により、市町村が地域の実情に応じて、住民主体など多様な主体による柔軟
な取組みにより行われるよう、見直しが図られ、平成２９年４月までに新しい介護予防・日常生活支援総合事
業に移行することとされています。本市では、平成28 年度から、現行の訪問介護と通所介護に相当するサービ
スは維持しつつ、多様なサービスの担い手となる地域の人材の育成に取り組む生活支援コーディネーターを配
置するとともに、リハビリテーション専門職を地域の活動の場へ派遣するなど総合事業として新しいサービス
を段階的に開始し、平成29 年度に全面的に移行します。

　元気なうちから健康づくりに取り組むきっかけづくり、住み慣れた地域でい
つまでも元気にいきいきと暮らし続けられるよう「セルフマネジメント」によ
る介護予防への取組み支援の観点から、各種予防事業を実施しました。
　また、地域の方々に対して介護予防の普及啓発ができる「シニアリーダー」
を育成する講座を平成２７年度から実施しており、平成２９年度も引き続き講
座開催し、講座修了者への地域活動支援をさらに拡大して実施していきます。
　さらに、高齢者の生活支援サービスを推進するため、地域における生活支援
サービスのコーディネーター機能を担う「生活支援コーディネーター」を平成
２７年１０月に６区に配置し、介護保険以外の在宅サービスについても、多様
な主体による提供ができるような基盤づくりを推進しています。
平成２８年度には生活支援コーディネーターが地域の支えあい活動団体等の調
査を行い、介護サービス情報公表システムで約600件の情報を開示した他、い
きいき活動マップの原案作成を行った。平成２９年度は生活支援サービスをま
とめたガイドを発行します。

相談、教室関係事業は、ほぼ計画通りに
実施した事業がほとんどであったが、見
守りや生活支援活動への支援について
は、目標に大きく届かなかった。今後、
支え合い体制づくりの促進と連携した、
取組を検討する必要がある。
　また、閉じこもりなどの何らかの支援
を要する人の把握を目的とした事業につ
いて、目標を大きく下回ったため対応策
の検討が必要である。

現段階における評価と今後の取組み

第４章
　１　地域包括ケアシステムの構築・強化

今後の取組 平成２８年度取組結果及び２９年度取組状況
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千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における計画事業の取組み及び評価（概要）
【計画期間：平成27年度～29年度】   資料 2 

（２）成年後見制度への
対応

○ 高齢者が認知症や介護の必要な状態になっても、生命や財産が守られ尊厳ある暮らしが継続できるよう、成
年後見制度などの利用を支援します。
○ 成年後見支援センターの事業を広く市民に啓発・広報し、成年後見制度や日常生活自立支援事業の利用促進
を図るほか、引き続き市民後見人の養成を行うとともに、高齢者の権利擁護のための取組みを支援します。

　高齢者が認知症や介護が必要な状態になっても、尊厳のある暮らしが継続で
きるよう、成年後見制度の利用支援を行います。また、平成２８年度から生活
支援員の確保などの体制強化に努めました。

ほぼ計画通りに実施した。
今後、高齢化率の上昇にともない成年後
見を必要とする方の増加も見込まれてい
るので、事業継続を図り、必要な支援を
行う。

現段階における評価と今後の取組み

（１）高齢者虐待への対
応

○ 高齢者虐待について、市民の知識や理解を深めるため、高齢者虐待防止パンフレットを作成・配布するとと
もに、町内自治会で回覧するなど啓発・広報活動を行います。
○ 高齢者を虐待から守る活動や、虐待の早期発見・早期対応、再発防止に努めます。
○ 養介護施設従事者等（施設職員や介護職員）に対しては、その資質の向上を図るため、新任職員や指導的立
場にある職員など目的に合わせた研修を実施するほか、施設などに対しては、身体拘束の排除とともに、虐待
防止に関する指導・監督を強化します。
○ 高齢者虐待に関する知識や理解の普及・啓発を引き続き行っていくとともに、地域の関係機関との連携を一
層強化するため、高齢者虐待防止連絡会などを引き続き開催します。
○ 保健福祉センターとあんしんケアセンターなどの関係機関との連携強化や職員の対応力の向上を図るため、
個別ケース会議や事例検討会を中心とした研修会を引き続き開催し、関係者間で対応方針や方向性を共有し、
一体となって支援に努めます。
○ 高齢者虐待の発生時には、必要に応じて警察などと連携し対応するほか、被虐待者と虐待者を分離する場合
の緊急受け入れ先である施設の居室数の確保に努めます。

　高齢者虐待については、市民の知識や理解を深めるため、パンフレットを配
布するなど、普及・啓発に努めます。
　また、高齢者福祉施設従事者等に対し、その資質向上を図るため研修を実施
するとともに、高齢者虐待防止の指導・監督を強化します。

引き続き、高齢者虐待の実態把握に努め
る。

今後の取組 平成２８年度取組結果及び２９年度取組状況

（２）高齢者の就労支援
○ 社会参加を促進するため、シルバー人材センターによる高齢者の就労支援の充実を図ります。
また、ワンコインサービスにより買い物支援など暮らしのお手伝いを行うなど、地域貢献活動に積極的に取り
組みます。

　引き続き、就業機会の拡大、会員の資質の向上を図りつつ、シルバー人材セ
ンターの充実を図ってまいります。

おおむね計画通りに実施した。
高齢者の増加に合わせ、引き続き会員登
録者数の増加に取り組む。

　３尊厳ある暮らしの支援

現段階における評価と今後の取組み

（１）社会参加活動の充実

○ 高齢者が積極的に社会参加し、生きがいを持って生活できるよう、活動拠点の実施内容の充実や活動組織の
支援を進めるとともに、多様な学習ニーズに対応した学習機会の拡充やボランティア活動を支援します。
○ 高齢者が住み慣れた地域でいつまでも元気にいきいきと暮らせるよう、これまで高齢者が培ってきた知識・
経験・技術やライフスタイルなどにあわせて、学習、スポーツ、レクリエーション、ボランティア活動などを
行うことができる場の確保や機会の創出、情報提供に努めます。
○ 仲間づくりや社会参加を促進するため、老人クラブなどの地域の高齢者の自主的な活動へ支援を行います。

　高齢者が積極的に社会参加し、生きがいを持って生活できるよう、多様な学
習ニーズに対応した学習機会やボランティア活動の支援などの取り組みを推進
します。

ほぼ計画通りに実施した。
引き続き、高齢者が積極的に社会参加
し、生きがいを持って生活できるよう、
多様な学習ニーズに対応した学習機会や
ボランティア活動の支援に取り組む。

今後の取組 平成２８年度取組結果及び２９年度取組状況

　２生きがいづくりと社会参加の促進
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千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における計画事業の取組み及び評価（概要）
【計画期間：平成27年度～29年度】   資料 2 

（２）低所得者への配慮

○ 平成27 年４月から、消費税増税分を財源とした公費の投入による低所得者（世帯員全員が市民税非課税の
世帯）の保険料の軽減強化が行われる見込みです。
○ 本市独自の保険料減免を引き続き実施するほか、施設などにおける居住費・食費の補足給付や社会福祉法人
等利用軽減などの利用者負担軽減対策を実施するなど、低所得者に配慮した施策に努めます。

引き続き、低所得者に対する配慮を実施する。
引き続き、低所得者に対する配慮を実施
する。

（３)介護給付適正化の推
進

○ 国が示した「第３期介護給付適正化計画に関する指針」を踏まえ、引き続き「要介護認定の適正化」、「ケ
アプランの点検」、「住宅改修等の点検」、「医療情報との突合・縦覧点検」、「介護給付費通知書」の主要
５事業を実施します。また、介護予防に資する効果的なプランとするため、介護支援専門員のスキルアップや
ケアプランの点検の充実を図ります。
○ 介護保険制度の適正な運営とよりよいケアの実施を図るため、介護サービス事業者への実地指導を実施する
とともに、不正が疑われる事業者に対しては監査を実施し、必要な措置を講じます。

集団指導及び連絡会議などを開催し、必要な情報等の提供に努めました。
公平要介護認定の実施、適正な介護サービスの提供に努めました。

引き続き、集団指導及び連絡会議などを
開催し、必要な情報等の提供に努める。
公平要介護認定の実施、適正な介護サー
ビスの提供に努める。

現段階における評価と今後の取組み

（１）介護保険サービス
の提供見込み

ア　被保険者数、要介護認定者数及びサービス利用者数の見込み
イ　サービス種類ごとの利用者数及びサービス量の見込み
ウ　保険給付費及び地域支援事業費の見込み

介護保険管理課より別途説明。（資料１）

　５介護保険サービスの提供
　

今後の取組 平成２８年度取組結果及び２９年度取組状況

（１）介護保険施設等の
適正な整備

【居宅系の介護予防サービス】【居住系の介護予防サービス】
介護保険施設等の適正な整備に必要な、国の施策の方向性、利用者のニーズ、各種推計資料などの情報の提供
に努めてまいります。
【 居宅系サービス 】
○居宅系サービスについては、指定居宅サービス事業者など連絡会議などを通じて適切な情報提供を行い、民
間事業者の参入を促しサービス提供体制の充実を図ります。
【 施設・居住系サービス 】
○介護老人福祉施設等の入所希望などの状況を踏まえ、地域的な配置バランスに留意しながら、介護老人福祉
施設等、特定施設入居者生活介護等や認知症対応型共同生活介護の充実を図ります。

　引き続き、介護保険施設等の適正な整備に必要な、国の施策の方向性、利用
者のニーズ、各種推計資料などの情報の提供に努めてまいります。
　整備量については、資料１で介護保険事業課より説明。

ほぼ計画通りに実施した。
集団指導や事業者連絡会議などを通じ
て、引き続き必要な情報提供に努め、計
画的な整備を推進する。

（２）介護人材の確保・
定着の促進

○ 引き続き、関係団体などで構成する協議会において対策を協議・検討するとともに、医療・介護サービス提
供体制を推進するために千葉県に設置される基金の活用を検討し、将来を見据えた参入促進・人材育成や介護
職員の定着支援のための取組みを推進します。

介護職員初任者研修受講者に対し、経費の支援、小中学生向け介護啓発研修を
２校実施しました。平成２９年度は３０校に拡大します。

ほぼ計画通りに実施した。
国の動向や施策を勘案しつつ、将来の要
介護者数を見据えた参入促進・人材育成
や介護職員の定着のための取組を推進す
る。

今後の取組 平成２８年度取組結果及び２９年度取組状況 現段階における評価と今後の取組み

　４介護基盤の整備
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資料２・別紙

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

108 108 109 109 138

達成率 100.0% 達成率 100.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

24 24 24 24 30

達成率 100.0% 達成率 100.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

12 12 12 12 12

達成率 100.0% 達成率 100.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

6 17 12 20 18

達成率 283.3% 達成率 166.7%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 進捗度 　

在宅医療介護対応薬剤師認定
事業を開始する他、多職種連
携会議等で在宅療養関係者に
対し訪問歯科診療事業の周知
に努める。また、引き続き千
葉市在宅医療推進連絡協議会
の開催及び訪問診療医師増強
研修事業を実施する。（2,362
千円※№2、№8と一部重複）

在宅医療介護対応薬剤
師認定事業では、140
人の薬剤師を認定し
た。また、訪問歯科診
療事業を関係会議での
周知により、利用件数
が増加し、認知度が高
まった。

訪問診療医師増強研修
及び在宅医療介護対応
薬剤師認定事業、訪問
歯科診療事業の周知を
引き続き実施すると共
に、訪問看護事業に対
する支援施策を検討す
る。（3,282千円※№
2、№8と一部重複）

在宅医療・介護体制の構築に向け、訪問診療医師増強研修事
業及び在宅医療介護対応薬剤師認定事業を開始し、計画を着
実に推進している。
今後、「千葉市在宅医療推進連絡協議会」等を介して関係職
種間の連携に係る課題を把握し、連携推進を図るための支援
を検討すると共に、連携事業の推進にて課題として挙がった
訪問看護やその連携を支援するための施策を検討する。

4
24時間365日の
在宅医療・介護
体制の構築

　訪問診療を行う医師の育成や、既に実施し
ている訪問歯科診療事業の拡充も含め、
「（仮称）市認定在宅介護対応薬局」の認定
などを行うことで、24時間365日の在宅医療・
介護体制の構築を目指します。
　また、医療・介護などの関係団体が参加す
る「千葉市在宅医療推進連絡協議会」におい
て、多職種間の連携を引き続き推進します。

地域包括ケ
ア推進課

健康企画課

4章1-
（２）
P36

在宅医療・介護連携
事業費

設定不可

千葉市在宅医療推進連絡協議
会を年２回開催し、在宅医療
介護連携推進の課題に対し意
見交換を実施した。また、市
医師会へ委託し訪問診療医師
増強研修事業を実施した。
（2,029千円）

病院勤務の医療従事者等に対
する認知症対応力向上研修を
実施する他、引き続き各職種
のスキルアップ及び連携を強
化するための研修を実施す
る。
（3,035千円）

病院勤務の医療従事者
等に対する研修は、各
区1か所ずつ6か所の病
院に対し実施し、406人
が修了した。また、区
域で各職種のスキル
アップ及び連携を強化
するため、「自立支
援」「認知症の病態」
「認知症の方の契約行
為」等をテーマとし研
修会を開催した。

引き続き、病院勤務の
医療従事者等に対する
研修や地域ごとの多職
種研修会を実施すると
共に、歯科医師、薬剤
師、看護職員向けに認
知症対応力向上研修を
実施する。(6,146千
円)

歯科医師、薬剤師、看護職員向け認知症対応力向上研修事業
を平成29年度から開始した。さらに、病院勤務の医療従事者
に対する認知症対応力向上研修や、区域で医療・介護職員向
けの研修会など継続し開催している。
引き続き、関係者へのヒアリングを実施しながら、効果的か
つ効率的な研修の開催を検討していく。3

在宅医療・介護
連携に関する研
修の実施

　病院勤務の医療職に対する認知症対応力向
上研修や、介護職への医療に関する研修など
を実施し、各職種のスキルアップを図るとと
もに、研修参加者間の連携を強化します。

地域包括ケ
ア推進課

健康企画課

4章1-
（２）
P36

在宅医療・介護連携
事業費及び在宅医
療・介護連携研修事
業費

研修回数 回

「在宅医療介護に係る関係者間
における情報共有」をテーマに
千葉市在宅医療推進連絡協議会
講演会を年１回開催した。ま
た、「自立支援」をテーマにケ
アマネジャー及びリハビリ職の
合同研修会を開催した。
（224千円）

引き続き、各区で多職種連携
会議を開催すると共に、会議
開催への支援として多職種連
携会議幹事に対する研修会の
実施や、日常生活圏域ごとの
多職種連携会議について実施
可能な区から開催を推進す
る。
（1,156千円）

　各区で多職種連携会
議を年２回ずつ開催し
た。また、会議開催へ
の支援として多職種連
携会議幹事であるあん
しんケアセンター職員
へ研修会を実施した。

引き続き各区で多職
種連携会議を開催す
る。また、実施可能
な区から日常生活圏
域ごとの多職種連携
会議を実施する。
(1,156千円)

区域での多職種連携会議開催は全区で達成している。より小
さな地域での密な連携を推進するため、日常生活圏域ごとの
多職種連携会議を開催することを進めていく。また、多様な
会議体を有機的に結び付け、効率的に地域課題を抽出及び解
決へ導くための手法等を検討する。2

地域ケア会議の
推進

　地域の医療・介護・福祉・生活支援などの
関係者で構成される地域ケア会議を開催し、
個別事例の支援方法を検討するとともに、事
例の積み重ねから見えてくる地域特有の課題
を共有し、行政への提言を行います。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（２）
P36

在宅医療・介護連携
事業費

多職種連
携会議の
開催数
(在宅医
療推進事
業委託）

回

顔の見える関係づくりを目
的とし医療・介護関係者が
一堂に介した多職種連携会
議を各区で開催した。
（1,029千円）

在宅医療・介護資源調査を
実施し、市内の在宅医療・
介護の実態を把握すると共
に、将来必要な資源量の推
計を実施する。
（8,000千円）

　事業者へ委託し、在
宅医療・介護資源調査
を市内関係施設に対し
実施した。レセプト
データ等のデータ分析
及び集計結果から市内
の在宅医療・介護の実
態を把握し、将来必要
な資源量の推計を行っ
た。

　得られた推計結果
等を関係者間で共有
するためのわかりや
すい提示方法や共有
範囲等について、関
係職種と協議しなが
ら検討する。(0千
円)

計画どおり実施している。平成28年度に実施した調査及び推
計結果を踏まえて、在宅医療介護に関わる関係者と協議しな
がら、市の目指すべき在宅医療介護提供体制の姿を検討す
る。

1
地域の医療・介
護・福祉資源の
把握及び活用

　市内の在宅医療・介護・福祉に係る施設を
調査し、情報の把握と共有化を図るととも
に、その活用に努めます。

地域包括ケ
ア推進課

健康企画課

4章1-
（２）
P36

在宅医療・介護連携
事業費

設定不可

市内の病院及び一般診療所
に対し、在宅医療に係るア
ンケート調査を実施し、在
宅医療を実施する医療機関
の把握に努めた。

所管課の事業名 数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

（２）在宅医療・介護連携の推進

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ

　計画どおり実施しており、29年度にあんしんケアセンター
を24か所から30か所に増設した。
　また、あんしんケアセンター支援体制を整備している3区
のうち、花見川区については、主任介護支援専門員、社会福
祉士が欠員となっており、人材確保が課題である。
　残りの3区（中央区、若葉区、美浜区）の体制整備につい
ては、29年度中、引き続き検討していく。

あんしん
ケアセン
ター設置

数

か所

平成29年度の増設に向け
て、日常生活圏域の見直し
を行った。
（629,116千円）

平成29年度の増設に向け
て、公募説明会を開催し、
受託法人を選定する。
（727,543千円）

平成29年4月1日から
センター数24か所か
ら30か所（出張所2
か所含）に増設する
にあたり、公募によ
る事業者選定及び受
託法人へ設置準備に
関する委託を行っ
た。
（657,503千円）
※うち、増設準備
23,784千円

　平成29年4月1日から
あんしんケアセンター
数を24か所から30か所
（出張所2か所含）に増
設する。
　花見川・稲毛・緑区
の保健福祉センター、
あんしんケアセンター
支援体制整備を行う。
（823,938千円）
※あんしんケアセン
ター支援体制整備
（12,000千円）を含む

　計画どおり実施している。今後も、引き続き、高齢者人口
に応じた包括三職種人数を配置し、きめ細かな対応をとれる
体制を整えていく。

2
あんしんケアセ
ンターの増設

　地域包括ケアシステムを効果的に推進する
ため、高齢者人口の伸びなどにより日常生活
圏域を見直し、平成29年度にあんしんケアセ
ンターを６か所増設するとともに、行政並び
にあんしんケアセンター間の相互調整などを
行う基幹型機能を持つあんしんケア設置の検
討を行います。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（1）
P32

地域包括支援セン
ター運営事業費

包括三職
種人数

人

包括三職種を102人から108
人に増員したことで、きめ
細かく相談に応じることが
でき、相談件数39,178件と
前年比16.5％増加した。
（629,116千円）

包括三職種を１０８人から
１０９人に増員した。
（727,543千円）

包括三職種を1人増
員となり相談件数
40,400件と前年比
3.1％増加した。
（657,503千円）
※増設準備23,784千
円を含む

包括三職種を109人から
137人に増員する。
（823,938千円）
※あんしんケアセン
ター支援体制整備
（12,000千円）を含む

1
あんしんケアセ
ンター職員の増
員

　ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯、
認知症高齢者の増加などにより、地域包括ケ
アシステムの中心となるあんしんケアセン
ターに求められる役割も増大しています。
　地域の中で、きめ細かく相談などに応じる
ことができるよう、必要な職員の増員を行い
ます。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（1）
P32

地域包括支援セン
ター運営事業費

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

第４章
　１　地域包括ケアシステムの構築・強化

（１）あんしんケアセンターの機能強化

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名 数値目標・単位

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

5



資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

1 1 1 1 1

達成率 100.0% 達成率 100.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

5 20 10 22 20

達成率 400.0% 達成率 220.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

300 37 300 58 300

達成率 12.3% 達成率 19.3%

進捗度 ◆ 進捗度 ◆

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名

市内の医療機関との公開カ
ンファレンスや、介護事業
者等との研修会・勉強会を
開催する。
（０千円）

【市立青葉病院】
・市内の医療機関との
公開カンファレンス等
を実施　９回
・市内の介護事業者等
との研修会等　７回
【市立海浜病院】
・市内の医療機関との
公開カンファレンス等
を実施 ７回
・市内の介護事業者等
との研修会等 ３回
（０千円）

市内の医療機関との
公開カンファレンス
や、介護事業者等と
の研修会・勉強会を
開催する。
（０千円）

概ね計画通り進んでいる。13
地域の保健・医
療・福祉関連連
携の強化

　あんしんケアセンターと市内医療機関との
研修会や、千葉市訪問看護ステーション協議
会、ケアマネジャー及び市内医療機関との研
修会を開催し、連携強化を図ります。

病院局
経営企画課

4章1-
（２）
P38

市内の医療機関や介
護事業者等との研修
会・勉強会の開催

設定不可

【市立青葉病院】
・市内の医療機関との公開カ
ンファレンス等を実施　６回
・市内の介護事業者等との研
修会等　１３回
【市立海浜病院】
・市内の医療機関との公開カ
ンファレンス等を実施 ５回
・市内の介護事業者等との研
修会等 7回
（０千円）

　在宅で高齢者を介護してい
る家族の相談窓口である家族
介護者支援センターを設置
（委託先：千葉県ホームヘル
パー協議会）し、電話相談及
び訪問レッスンを実施すると
ともに、家族介護研修を年６
回開催する。（8,812千円）

　家族介護者支援セン
ターを設置（委託先：
千葉県ホームヘルパー
協議会）し、家族介護
者向けの電話相談（相
談件数 237件）や訪問
レッスンを実施すると
ともに、家族介護者研
修を６回開催（受講者
数　75人）し、介護者
の負担軽減を図った。
（6,264千円）

　在宅で高齢者を介護
している家族の相談窓
口である家族介護者支
援センターを設置（委
託先：千葉県ホームヘ
ルパー協議会）し、電
話相談及び訪問レッス
ンを実施するととも
に、家族介護研修を年
６回開催する。
（8,564千円）

　在宅で高齢者を介護している家族の相談窓口として家族介
護者支援センターを設置し、訪問レッスンを実施したこと
で、家族介護者への支援を強化できた。効果的な周知方法を
検討していく。

11 家族介護者支援

　在宅で高齢者を介護している家族や支援者
を対象に各区１回、家族介護者研修を実施し
ます。
家族介護者が特に困難を感じている介護技術
（排泄介助、食事介助方法など）について、
訪問介護事業所などが要介護（要支援）者等
宅を訪問し、介護技術の講習を行う「家族に
対する介護技術養成事業（訪問レッスン）」
を実施するとともに家族介護者の介護方法に
関する相談を行う家族介護者支援センターを
設置し、家族介護者の身体的・精神的負担の
軽減や介護者（養護者）の介護技術の向上を
図ります。

高齢福祉課
4章1-
（２）
P38

家族介護者支援事業
講習実施

世帯
世帯

　家族介護者支援センターを
設置（委託先：千葉県ホーム
ヘルパー協議会）し、家族介
護者向けの電話相談（相談件
数 96件）や訪問レッスンを実
施するとともに、家族介護者
研修を６回開催（受講者数
29人）し、介護者の負担軽減
を図った。
（5,732千円）

介護予防ケアマネジメント
の手引きを作成し、手引き
に沿った介護予防ケアマネ
ジメント研修を実施する。
（3,832千円）

介護予防ケアマネジメ
ントの手引きを作成
し、研修会を1回実施
した。また、全あんし
んケアセンターを対象
にケアプラン点検を実
施した。
（3,798千円）

介護予防ケアマネジメ
ントの手引きを基にケ
アプランの自己点検を
行い、プランの検討が
必要と思われるケース
について、「ケアマネ
ジメント支援のための
地域ケア会議」をモデ
ル的に実施し、自立支
援に向けた推進体制を
検討する。
（4,208千円)
※29年度より地域ケア
会議推進事業に予算を
組替。

　計画どおり実施している。全あんしんケアセンターを対象
にケアプラン点検を行うことで、自立支援に資するケアプラ
ン作成の意識付け、プランの質の標準化を進めることができ
た。
　自立支援に向けた予防ケアマネジメントが推進されるよ
う、地域ケア会議の活用について29年度中に検討していく。

10
介護予防ケアプ
ランの充実

　要支援者の自立支援を推進するため、あん
しんケアセンターにおいて新規に作成してい
る介護予防ケアプランの点検を行い、介護予
防ケアプランの充実を図ります。また、介護
支援専門員が、より適切な介護予防ケアプラ
ンを作成できるよう、スキルアップ研修を実
施します。

地域包括ケ
ア推進課

介護保険課

4章1-
（２）
P38

ケアプラン等点検事
業

設定不可

あんしんケアセンター職員
を対象に、総合事業と介護
予防ケアマネジメントにつ
いての研修会を2回実施。
137名参加。（410千円）

引き続き、千葉市在宅医療
推進連絡協議会等への意見
聴取や、各関係職種に対す
るヒアリングを実施し、導
入に対する検討を行う。
（0千円）

　多職種連携会議等を
通じて各関係職種へヒ
アリングを行い、情報
共有の現状について把
握し、既存のツールの
周知と共に、システム
導入に対する検討を
行った（0千円）。

　引き続き、多職種連
携会議等を通じて各関
係職種へヒアリングを
行い、情報共有の現状
について把握し、既存
のツールの周知と共
に、システム導入に対
する検討を行う（0千
円）。

計画どおり実施している。引き続き、市内の情報共有の実態
を把握しながら、千葉市在宅医療推進連絡協議会等への意見
聴取や、各関係職種に対するヒアリングを実施し、導入に対
する検討を行っていく。

9
関係者間をつな
ぐクラウド型シ
ステムの導入

　患者の基本情報、医師やケアマネジャーなど
の診療・訪問履歴及び身体状況などについて、
個人情報の取扱いに十分に配慮しながらクラウ
ドコンピューティングの技術を活用し、関係者
が共有できるシステムを導入します。
　導入に当たっては、平成28年度から医療や介
護などの関係者と検討を開始し、平成30年度以
降の実施を目指します。

地域包括ケ
ア推進課

健康企画課

4章1-
（２）
P37

在宅医療・介護連携
事業費

設定不可

千葉市在宅医療推進連絡協
議会等への意見聴取や、各
関係職種に対するヒアリン
グを実施した。

引き続き、訪問診療を行う
医師の増強を図るため、市
医師会へ委託し、訪問診療
医師増強研修を実施する。
（1,000千円※№4と重複）

キックオフミーティン
グには18名、同行訪問
研修には延べ22名の医
師が参加し、訪問診療
を実施する医師同士の
情報共有やネットワー
クを構築した。

引き続き、医師会に委
託し、同行訪問研修を
実施すると共に、かか
りつけ医の訪問診療に
対する現状を把握しな
がら、ニーズに合った
研修の組み立てを検討
する。（1,816千円）

計画どおり実施している。より多くの医師に参加いただき、同行
研修を効果的に実施できるよう、かかりつけ医の訪問診療の実態
を、市医師会の協力を得ながら把握し、ニーズに合った研修の組
み立てを検討する。

8
訪問診療を行う
医師の育成

　積極的に訪問診療を行っている医師が指導
役となり、未経験の医師に対し同行実地研修
を実施し、必要な知識やスキルを習得するこ
とにより、訪問診療を行う医師の増員を図り
ます。

地域包括ケ
ア推進課

健康企画課

4章1-
（２）
P37

在宅医療・介護連携
事業費

研修を受
けた医師

の数
（同行実
地研修)

人

訪問診療の実施に必要な事務手
続きや器具・衛生材料等を修得
するｷｯｸｵﾌﾐｰﾃｨﾝｸﾞを実施後、訪
問診療にベテランの医師と未経
験の医師がペアとなり訪問診療
へ同行する研修を、市医師会へ
委託し実施した。（1,000千円※
№4と重複）

終末期を含めたライフスタ
イルについて、住民が考え
るきっかけとなる講演会を
開催する。
（59千円）

平成29年1月14日
に、「人生の最期を
楽しく、賢く、自分
らしく」をテーマと
し、市民講演会を開
催し、141名の市民
が参加した。

　引き続き、終末期を
含めたライフスタイル
について市民が考える
きっかけとなる講演会
を、市民が参加しやす
い場所で開催し、多く
の市民が参加して頂け
るように工夫する。
（438千円）

計画どおり実施している。平成27年度は「認知症」、平成28年度
は「終末期」をテーマとし、市民講演会を開催した。
他の事業・団体が実施する講演会と日程やテーマが重複しないよ
う、調整・検討していくとともに、会場の場所や広さ等に限りが
あるため、機械を捉えて、在宅医療・介護に関する取組みを伝え
る場を設けたり、一つのテーマについて小さな地域ごとに繰り返
し開催するなど、開催方法や周知方法を工夫する。

7
在宅医療・介護
シンポジウムの
開催

　在宅医療・介護の連携に関する取組みを紹
介するほか、シンポジウムなどを開催するこ
とで、在宅医療・介護に対する市民の理解が
深まるよう努めます。

地域包括ケ
ア推進課

健康企画課

4章1-
（２）
P37

在宅医療・介護シン
ポジウム報償費

開催回数 回

市民が自助・互助・共助に
ついて考えるきっかけづく
りとして、「認知症」を
テーマに、市民講演会を開
催した。

在宅医療・介護連携支援セン
ター（仮称）の設置に向け、
役割や機能、運営方法等につ
いて、千葉市在宅医療推進連
絡協議会を含めた関係者への
ヒアリングや意見交換を実施
する。

　千葉市在宅医療推
進連絡協議会の中で
議題に取り上げ、
（仮称）在宅医療・
介護連携支援セン
ター設置に向けた意
見交換を行った。

　在宅医療・介護連
携支援センター（仮
称）の設置に向け
て、役割や人員配置
等具体的に検討す
る。(0千円)

平成30年4月までに設置が求められている在宅医療・介護連
携支援センター（仮称）について、在宅医療推進連絡協議会
に専門部会を設置し、連携の課題をヒアリングしながら、そ
の役割や機能、運営方法等を具体的に検討する。

6

在宅医療・介護
連携支援セン
ター（仮称）の
運営

　地域の在宅医療・介護関係者及びあんしん
ケアセンターに対して、在宅医療・介護連携
に関する情報提供を行うなど、総合的な支援
を行います。

地域包括ケ
ア推進課

健康企画課

4章1-
（２）
P37

在宅医療・介護連携
支援センター設置事
業

設定不可 －

両市立病院において、在宅
療養後方支援病院の運営を
引き続き実施する。
（０千円）

【青葉病院　実績値】
登録医療機関(訪問診
療医）
24機関　登録患者 101
名
【海浜病院　実績値】
登録医療機関(訪問診
療医）
9機関　登録患者 24名
（０千円）

両市立病院におい
て、在宅療養後方支
援病院の運営を引き
続き実施する。
（０千円）

概ね計画通り進んでいる。5 在宅医療の充実

　市立青葉病院は、平成９年から在宅医療支
援病床を医師会と協力して運営しており、ま
た、平成26年度より在宅療養後方支援病院と
して在宅医療を提供する医療機関（連携医療
機関）と連携し、地域で在宅療養する患者の
緊急入院を24時間受け入れるための体制を整
備しています。また、平成27年度から市立海
浜病院についても、在宅療養後方支援病院と
して体制の整備を図ることから、引き続き連
携強化に努めます。

病院局
経営企画課

4章1-
（２）
P37

在宅療養後方支援病
院の運営

設定不可

【市立青葉病院】
登録医療機関(訪問診療医）
23機関　登録患者 101名
【市立海浜病院】
登録医療機関(訪問診療医）
8機関　登録患者 21名
（０千円）

6



資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

1 1 2 3 2

達成率 100.0% 達成率 150.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

1 1 1 1 1

達成率 100.0% 達成率 100.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ○

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

275 193 357 196 439

達成率 70.2% 達成率 54.9%

進捗度 △ 進捗度 △

研修に参加していただける医師の増加に向けた取組みが課題
となっている。より効果的な研修となるよう、市医師会の協
力の下、開催方法を工夫するとともに、新規受講者の開拓の
方法を検討していく。修了者延

べ数
人

　引き続き研修の実施回数
を増やし、修了者の増加に
つなげているが、修了した
にもかかわらずその情報公
開を拒む医師もいた。
（852千円）

市医師会の協力の下、研修の
開催方法を工夫しながら研修
を実施し、修了者を増やすこ
とや、情報公開への協力を求
めることで認知症の人への支
援体制を構築していく。
（853千円）

市医師会協力の下、研
修の開催方法を工夫し
実施したが、修了者数
を増やすことが出来な
かったため、研修会の
内容や日程を工夫する
ことを検討する。

市医師会の協力の
下、研修会の内容や
日程を参加しやすい
組み立てとするよう
工夫することで、新
規受講者や修了者の
増へ繋がるよう努め
る。

計画どおり実施している。早期発見のためのチェックリスト
や若年性認知症に関する記述を加えるなど、より充実した内
容となるよう、引き続き検討していく。

6
かかりつけ医の
認知症対応力向
上研修

　身近なかかりつけ医が早期に認知症を発見
し、専門医に繋ぐことができるよう認知症診
断の知識・技術などの習得を目的とした研修
を実施します。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（３）
P42

かかりつけ医認知症
対応力向上研修事業
費

設定不可

千葉市認知症ケアパスを作
成し、普及のため市民向け
に「認知症ケアパス講演
会」を開催した。

より分かりやすく、使いや
すい認知症ケアパスへ改訂
し、「認知症ケアパス講演
会」の開催を通して普及に
努めていく。

利用者の声を反映し
た改定版の認知症ケ
アパスを作成。普及
のため、年2回「認
知症ケアパス講演
会」を開催した。
（1,175千円)

機会を捉えて関係機関
へ配布・普及を図ると
ともに、「認知症ケア
パス講演会」の開催を
通して、一般市民への
普及に努めていく。
（1,620千円）

　計画に沿って取り組みを進めており、情報収集やモデル実施を
行いつつ、簡易判定の活用について検討をした。
　導入にあたっては、費用対効果の検証や判定された方への適切
な対応に向けた体制構築が十分でないことが課題となっている。
このため、現時点では、簡易判定は、普及啓発事業の一環として
パンフレット配布と併せて実施することが妥当と分析している。
　なお、簡易判定が、早期発見・早期対応のツールとしてうまく
機能していくためには、市民へ認知症についての啓発をしていく
とともに、早期発見された方へ適切な助言ができる専門職を増や
していく必要があり、これらの体制構築に引き続き取り組んでい
く。

5
標準的な認知症
ケアパスの作
成・普及

　認知症の進行に伴い生じてくる症状や医
療・介護サービスなどの情報をまとめた「標
準的な認知症ケアパス」を作成・配布しま
す。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（３）
P42

認知症ケアパスの作
成・普及（任意）

設定不可
判定検査機器をイベント時
に導入し、機器導入方法や
ケア等の課題を検討した。

先進的に導入している市への情
報収集等を行い、さらに検討を
していく。また、医療機関、認
知症疾患医療センター、初期集
中支援チーム、あんしんケアセ
ンター等の連携の取り方等につ
いて検討していく。

あんしんケアセンターへ判
定機器の貸し出しを9回実
施し、地域のイベントや介
護予防事業で簡易判定を実
施した。軽度認知障害と判
定された方へのフォロー体
制が課題となっている。
（131千円）

　イベント等にて判定
機器を使用し、これに
併せパンフレット配布
による普及啓発を行
う。
　判定結果後のフォ
ロー体制については、
引き続き検討してい
く。
（540千円）

計画どおり実施している。引き続き、全ての区で小・中学生
対象の認知症サポーター養成講座を開催できるよう、取組み
を継続していくとともに、子どもたちへの認知症に関する効
果的な啓発活動を検討していく。

4
MCI（軽度認知
障害）の早期発
見とケア

　軽度認知障害の人は、そのまま認知症に移
行する場合のほか、認知症を発症しない場合
もあるとされていることから、早期発見に必
要な簡易判定機材の導入や適切なケアについ
て調査・研究を行います。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（３）
P42

軽度認知機能障害へ
の対応（任意）

設定不可

美浜区、若葉区等の小・中学
校で「認知症サポーター養成
講座」を実施した。
小・中学生を対象とした「認
知症キッズワークショップ」
を開催し、子ども向けの認知
症パンフレットを作成した。

引き続き市内の小・中学校で
「認知症サポーター養成講
座」を実施する。
小・中学校の「教職員のため
の認知症ワークショップ」を
開催し、子どもたちへの効果
的な教育方法について検討す
る。

中央区、花見川区、美
浜区等の小・中学校で
「認知症サポーター養
成講座」を実施した
（計28校、6,130人養
成）。
　小・中学校の「教職
員のための認知症ワー
クショップ」、小学生
と保護者を対象とした
「認知症親子教室」を
開催し、子どもたちへ
の効果的な教育方法を
検討した。

引き続き6区の小・中学
校で「認知症サポー
ター養成講座」を実施
する。
小学生対象の「認知症
ワークショップ」を開
催し、子どもたちへの
効果的な教育方法につ
いて検討する。（0千
円)

計画どおり実施している。引き続き、市民への周知を行い、
ケース相談会等を通して関係機関との連携強化を図ってい
く。

3

認知症こども
“力”（ちか
ら）プロジェク
トの推進

　小・中学校、高等学校などで「認知症サ
ポーター養成講座」を開催します。
また、多世代交流イベントなどにおいて、子
どもたちへの認知症に関する啓発活動を推進
することで、認知症の人にやさしいまちづく
り、認知症に対する偏見の払拭及び未来の介
護人材の育成を図ります。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（３）
P41

認知症こども“力”
（ちから）プロジェ
クト（任意）

設置数 か所

認知症に関する専門医療相談
（電話相談、面接相談等）の
件数は増加しており、相談員
を増員して対応している。
　また、認知症疾患医療連携
協議会を開催し、医療機関や
あんしんケアセンターなどの
関係機関との連携を図った。
（11,450千円）

引き続き認知症に関する専門
医療相談、鑑別診断等を行
い、地域の医療機関やあんし
んケアセンター、認知症初期
集中支援チーム等の関係機関
との連携を図る。
（11,450千円）

認知症に関する専門医
療相談（電話相談、面
接相談等）の件数は横
ばいではあるが、関係
機関から処遇困難事例
の相談が増えており、
対応時間は増加してい
る。
　新たに認知症ケース
相談会を開催し、事例
検討を通して医療機関
やあんしんケアセン
ターなどの関係機関と
の連携を図った。
（11,450千円）

引き続き認知症に関す
る専門医療相談、鑑別
診断等を行い、地域の
医療機関やあんしんケ
アセンター、認知症初
期集中支援チーム等の
関係機関との連携を図
る。（11,450千円）

計画どおり実施している。チームが活動していない区のあん
しんケアセンターから、訪問依頼があがっていることから、
今後現在のチームの活動範囲を拡大するとともに、チームの
増設を検討することで、早期に市内全域で活動できる体制を
構築していく必要がある。

2
千葉市認知症疾
患医療センター
の機能強化

　認知症の人やその家族、かかりつけ医など
から相談を受け、症状に対する助言や地域の
サポート医の紹介、必要に応じて認知症の原
因疾患を特定する鑑別診断などを行います。
　また、あんしんケアセンターやケアマネ
ジャーに対し認知症の対応力向上のための研
修などを行っています。このような機能を強
化するため、相談員の増員を行います。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（３）
P41

認知症疾患医療セン
ター運営事業

設置数 か所

中央区にて認知症の方また
は認知症と疑われる方の自
宅を訪問し、初期集中支援
を実施した（対象10人、訪
問回数述べ85回）。
（6,700千円）

1チーム増設し、他区での
活動を開始する。
（14,168千円）

H29年1月より2チー
ム増設し、稲毛区・
緑区でも活動を開始
した（対象22人、訪
問回数延べ201
回）。

3チーム体制で、中
央区・稲毛区・緑区
を対象に活動してい
るが、一部他区での
活動を開始する。
（21,252千円）

1
認知症初期集中
支援チームの設
置・運営

　訪問看護師や作業療法士などの専門スタッ
フが、認知症と疑われる人、認知症の人及び
その家族の自宅を訪問し、認知症の進行によ
る症状についての説明、本人に対する価値観
の聞き取り及び生活環境に応じた助言などを
行い、自立生活を支援します。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（３）
P41

認知症初期集中支援
チーム運営事業

６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

（３）認知症施策の推進

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名 数値目標・単位

６期計画（27～29年度）

7



資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

24 34 26 39 28

達成率 141.7% 達成率 150.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

30,630 35,097 37,930 46,083 45,000

達成率 114.6% 達成率 121.5%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

25 22 25 26 30

達成率 88.0% 達成率 104.0%

進捗度 △ 進捗度 ☆

2 5 2 7 8

達成率 250.0% 達成率 350.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名

計画どおり実施している。認知症カフェの設置を促進すると
ともに、継続して運営できるよう、支援を行っていくことが
課題である。費用補助のあり方や運営者間での情報交換等に
ついて、引き続き検討を進めていく。また、認知症カフェの
情報をＰＲし、その活動を広く周知するとともに、利用した
い方が身近な地域で気軽に参加できるような体制を構築して
いく。設置数 か所

認知症カフェに関するニーズ
等を聞き取り、その結果と考
慮して、認知症カフェの設置
や運営などの費用の一部補助
を行った。
また、認知症カフェ運営者や
関心のある方を対象の研修会
の開催を支援した。
（717千円）

引き続き、認知症カフェの設
置や運営などの費用の一部補
助を行う。
また、認知症カフェ運営者や
関心のある方を対象の交流会
の開催を支援していく。
認知症カフェの情報をＰＲし
ていく。
（400千円）

認知症カフェの設置や
運営などの費用の一部
補助を行った。
また、認知症カフェ運
営者や関心のある方を
対象の交流会の開催
（認知症地域支援推進
員主催）協力をし、情
報交換等を行った。
認知症カフェの情報を
ホームページに掲載
し、ＰＲした。(299千
円）

認知症カフェの設置や
運営などの費用の一部
補助を行う。認知症カ
フェの運営等に係る
ニーズを調査し、支援
方法を検討していく。
認知症カフェ運営者や
関心のある方を対象の
交流会の開催協力を継
続して行っていく。
認知症カフェの情報を
ホームページ等で引き
続きＰＲしていく。
（400千円）

ほぼ計画どおり実施している。引き続き養成者数を増やし、
増設されたあんしんケアセンターへも配置を行う。また、認
知症地域支援推進員とともに、認知症に関する様々な施策に
おいて、その能力を発揮し、活躍できるよう、企画・立案や
実践の場を創出していく。

15
認知症カフェの
整備

　認知症の人とその家族、地域住民及び専門
スタッフが集い、認知症の人を支える繋がり
を支援し、家族の介護負担の軽減などを図る
ため、認知症カフェの開設を支援します。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（３）
P43

千葉市認知症カフェ
設置事業（千葉市認
知症カフェ設置促進
モデル事業）

配置数 か所

認知症コーディネーターを
4人、認知症地域支援推進
員を15人養成し、配置数が
22カ所へ増加した。

認知症コーディネーター及
び認知症地域支援推進員を
養成し、すべてのあんしん
ケアセンターへの配置を目
指す。

認知症コーディネー
ターを4人、認知症
地域支援推進員を16
人養成し、配置数が
26カ所へ増加した。

引き続き、認知症コー
ディネーター及び認知
症地域支援推進員を養
成し、増設分を含めた
全てのあんしんケアセ
ンターへの配置を目指
す。（570千円）

計画どおり実施している。民間企業からの講座の開催要請
や、小・中学生対象の講座が増加したこともあり、受講人数
は大幅に増えている。今後は、講座の開催が比較的少ない、
若い世代や職域を対象に、認知症サポーターのさらなる養成
と共に、認知症サポーター向けの上級講座の開催についても
検討していく。

14
認知症コーディ
ネーターの養成

　認知症の人を地域で総合的に支援する「認
知症コーディネーター」を養成し、千葉市認
知症疾患医療センター及びあんしんケアセン
ターに配置します。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（３）
P43

認知症コーディネー
ター及び認知症地域
支援推進員の配置
（任意）

認知症サ
ポーター
養成数

人

認知症サポーター養成講座
を201回開催し、10,266人
の認知症サポーターを養成
した。
（2,279千円）

引き続き、依頼に基づいて
講座を開催する。小・中学
校や職域など比較的若い世
代を対象とした講座の開催
を増やす。
（1,990千円）

認知症サポーター養
成講座を179回開催
し、10,986人の認知
症サポーターを養成
した。

引き続き、依頼に基
づいて講座を開催す
る。小・中学校や職
域など比較的若い世
代を対象とした講座
の開催を増やす。
(1,721千円)

13
認知症サポー
ターの養成

　認知症に関する正しい知識をもち、地域や
職域において認知症の人やその家族を支援す
る認知症サポーターを養成します。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（３）
P43

認知症サポーター養
成講座

養成者数は目標値を達成しており、計画どおり実施できてい
るが、認知症サポート医の活動は、各自の自主活動に負うと
ころが大きいため、今後、活動支援やフォローアップ研修の
実施などについて、検討を進める。延べ養成

人数
人

養成人数の目標値に到達し
た。
（50千円）

地域での医療と介護が一体と
なった認知症の人への支援体
制を構築していくと共に、認
知症サポート医の活動支援や
フォローアップ研修の実施な
ど検討する。
（58千円）

新規の認知症サポー
ト医を養成しなが
ら、活動実態の把握
に努め、活動支援策
を検討した。（52千
円）

認知症サポート医の活
動実態を把握しなが
ら、活動支援策や地域
での医療と介護が一体
となった認知症の人へ
の支援体制の構築を検
討する。(58千円)

7
認知症サポート
医の養成

　認知症に関する専門的な知識と技術を有
し、かかりつけ医への助言などを行うととも
に、専門医療機関やあんしんケアセンターな
どとの連携を図る「認知症サポート医」を養
成します。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（３）
P42

認知症サポート医養
成研修事業費

8



資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

330 295 330 295 330

達成率 89.4% 達成率 89.4%

進捗度 △ 進捗度 △

12 12 12 12 12

達成率 100.0% 達成率 100.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

75 68 48 48 48

達成率 90.7% 達成率 100.0%

進捗度 ○ 進捗度 ☆

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

50 27.8 50 26.0 50

達成率 55.6% 達成率 52.0%

進捗度 △ 進捗度 △

41.0% 36.1% 43.0% 36.0% 45.0%

達成率 88.0% 達成率 83.7%

進捗度 △ 進捗度 △

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 進捗度 　

9,592 13,316 12,000 14,999 12,520

達成率 138.8% 達成率 125.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

各区で糖尿病教室を行い、糖尿
病の発症予防、重症化予防に取
り組んだ。COPDの普及啓発のた
めに各区で講演会を実施の他、
様々な機会を捉えてリーフレッ
トを配付した。また地区特性を
考慮した各種教室を開催し、知
識の普及啓発、生活習慣改善の
ための支援を行なった。
（5,688千円）

健康に関する正しい知識の普及
を図るため、講演会などの集団
健康教育を行うほか、禁煙に関
する個別健康教育を実施する。
また、様々な機会を捉えて、
COPD（慢性閉塞性肺疾患）の普
及・啓発に努める。
（6,190千円）

各区で糖尿病教室を実
施し、糖尿病の発症予
防、重症化予防に取組
んだ。COPDの普及啓発
のために各区で講演会
を実施の他、様々な機
会でリーフレットを配
付した。また地区特性
を考慮した各種教室を
開催し、知識の普及啓
発、生活習慣改善のた
めの支援を行った。
（5,663千円）

健康に関する正しい知
識の普及を図るため、
講演会などの集団健康
教育を行うほか、禁煙
に関する個別健康教育
を実施する。また、
様々な機会を捉えて、
COPD（慢性閉塞性肺疾
患）の普及・啓発に努
める。（6,166千円）

講演会としての実施のほか、様々な機会を捉えた普及啓発に
努めており、健康に関する正しい知識を提供する機会とし
て、適切に実施されている。

10 健康教育

　健康に関する正しい知識の普及を図るた
め、講演会などの集団健康教育を行うほか、
禁煙に関する個別健康教育を実施します。ま
た、様々な機会を捉えて、COPD（慢性閉塞性
肺疾患）の普及・啓発に努めます。

健康支援課
4章1-
（４）
P47

健康教育
集団健康
教育参加
延べ人数

人

後期高齢者保健事業 設定不可

千葉県後期高齢者広域連合か
らの委託を受け、後期高齢者
医療被保険者を対象に健康診
査を実施しているた。
受診者28,751人、受診率
30.9%。
（318,946千円）

千葉県後期高齢者広域連合
からの委託を受け、後期高
齢者医療被保険者を対象に
健康診査を実施している。
（339,327千円）

千葉県後期高齢者広
域連合からの委託を
受け、後期高齢者医
療被保険者を対象に
健康診査を実施し
た。
（338,848千円）

千葉県後期高齢者広
域連合からの委託を
受け、後期高齢者医
療被保険者を対象に
健康診査を実施す
る。
（398,122千円）

千葉県後期高齢者広域連合からの委託を受け、後期高齢者医
療被保険者を対象に健康診査を実施している。

受診勧奨への取組におい
て、対象者の過去の受診状
況に応じてはがきの内容を
変えるなどの工夫により受
診率向上を図る。
（715,839千円）

未受診者へのはがき
による勧奨（99,891
人）、電話勧奨
（52,917人）や過去
5年間の受診者への
健診結果の経年推移
通知（79,292人）な
どを実施した。
（586,855千円）

未受診者への勧奨に
ついて、民間事業者
から企画提案を受
け、最も効果的・効
率的な提案を採用
し、勧奨を実施す
る。
（708,634千円）

千葉市国民健康保険データヘルス計画に基づき、平成27年度
から受診勧奨の拡充（未受診者への電話勧奨、過去5年間の
受診者への健診結果の経年推移通知等）を行った結果、受診
率は平成26年度の33.4%から平成27年度の36.1%へと大幅に上
昇した。
一方で、平成27年度から平成28年度にかけてはほぼ横ばいと
見込まれ、同じ勧奨策では効果が限定的であることから、平
成29年度には民間事業者からの企画提案により勧奨策を見直
す。

9
健康診査等の推
進

　国民健康保険及び後期高齢者医療制度の加
入者に対して、生活習慣病の予防・早期発見
と健康の保持・増進を目的とした特定健康診
査又は健康診査を実施します。また、特定健
康診査で生活習慣病のリスクがあると判定さ
れた方に特定保健指導を実施します。

健康保険課
4章1-
（４）
P47

特定健康診査等事業 受診率 ％

従来のはがきやポスターなど
による受診勧奨に加え、未受
診者への電話勧奨（56,588
人）や過去5年間の受診者への
健診結果の経年推移通知
（78,388人）などを実施し
た。
（607,686千円）

集団検診において、胃・大腸・
肺がん・骨粗しょう症検診の同
時実施を保健所会場で1回実施す
る。また、昨年度に引き続き子
どもの見守り、一定年齢への子
宮・乳・大腸がん検診無料クー
ポン券の送付、子宮・乳がん検
診の同時実施、夜間検診、土曜
の検診、商業施設での検診を実
施し、受診率向上を図る。

　集団検診において、
胃・大腸・肺がん・骨
粗しょう症検診を同時
に初めて実施したほ
か、子どもの見守り
（25回）や子宮がん・
乳がん・大腸がん検診
の無料クーポン券を一
定の年齢に送付した。
また、前年度に引き続
き乳がん・子宮がん検
診の同時開催（13回）
や夜間検診（２回）、
スーパー等での検診(１
回）を実施し、受診率
向上に努めた。

胃がん検診として内視
鏡検査（５０歳以上に
２年に１回）を導入す
る。また、集団検診に
おいて、胃・大腸・肺
がん・骨粗しょう症検
診の同時実施、スー
パー等での検診会場数
の拡充及びWeb予約を導
入する。昨年度に引き
続き子どもの見守り、
子宮・乳がん検診の同
時実施、夜間検診、土
曜の検診等を実施する
ことで受診環境の整備
に努め、受診率向上を
図る。

　受診可能な種類のがん検診等の受診券を対象者に一括送付
するほか、引き続き乳がん・子宮がんの同時開催や夜間検
診、検診時の子供の見守り等実施、スーパー等人の集まる会
場での検診実施やWeb予約の導入など、検診を受診しやすい
環境づくりを進めている。
　しかし、国が示す一次検診受診率５０％に到達しないた
め、今後も広報や啓発に努め未受診者への受診勧奨等を実施
していく必要がある。

8
がん検診等の推
進

　がんなどの早期発見・早期治療を図るた
め、がん検診、歯周疾患検診、骨粗しょう症
検診などを実施します。

健康支援課
4章1-
（４）
P47

・がん検診事業
・歯周病検診
・骨粗しょう症検診

受診率 ％

　市民ニーズの高い検診時の子
どもの見守りについては、各区
保健福祉センターにおいて実施
（25回）するほか、子宮がん・
乳がん・大腸がん検診の無料
クーポン券を一定の年齢に送付
した。また、前年度に引き続き
乳がん・子宮がん検診の同時開
催（13回）や夜間検診（２
回）、スーパー等での検診(１
回）を実施し、受診率向上を
図った。

各事業ごとに参加者の増加を
図るための周知方法の検討を
行う。
幅広い対象者に多角的な内容
で知識の普及を目指し「８０
２０運動」の推進を図る。

それぞれの事業におい
て、口腔機能の維持・
向上のための体操を実
施した。イベント事業
では高齢者以外にも体
験してもらうことで普
及啓発できた。（参加
者8,613人）

他事業との連携を図
り、口腔機能向上の体
操や口腔清掃方法など
を啓発する機会を増加
させることで、市民の
意識改善を促す。

　各事業ごとに周知方法の検討を行い、参加者の増加を図る
ことができた。さらに、毎年実施しているイベント「ヘル
シーカムカム」を含め各事業において、幅広い対象者に口腔
ケアについての知識を普及した。引き続き、住民自ら取り組
めるよう「８０２０運動」の推進していく。

7
歯・口腔の健康
づくりの推進

　歯科健康教育・相談、ヘルシーカムカムな
どのイベントを開催し、歯・口腔の健康づく
りに関する正しい知識の普及・啓発を行うこ
とで、むし歯、歯周病予防及び口腔機能（摂
食・嚥下など）の向上に努めます。

健康支援課
4章1-
（４）
P47

・８０２０運動推進事業
（ヘルシーカムカム）
・介護予防教育（歯っ
ぴー健口教室）（健康教
育）
・介護予防相談の（歯科
相談）

設定不可 人

イベント事業はさまざまな
年代を対象とした事業内容
を実施しているが、特に口
腔機能低下防止の体操の普
及啓発を２７年度おこなっ
た。
参加者8,587人

実施回数を各区１コース４
回を年間２コースに見直し
たため、年間４８回の実施
となる予定。各区でフォ
ローアップ教室を実施する
予定。（174千円）

各区２コース（１コー
ス×４回）を実施でき
た。開催会場としは、
区保健福祉センターと
公民館等を開催会場と
して取り組んだ。
（174千円）

各区２コース（１コー
ス×４回）を実施予
定。開催会場は、区保
健福祉センター等を開
催会場とする予定。
（152千円）

・ヘルスサポーター（健康づくり支援者）は、各区において
２回開催できている。今後、区保健福祉センターを会場とす
ることに限らず、自治会や公民館等、住民の身近な場所での
開催を検討する必要がある。

4
ヘルスサポー
ターの養成

　健康づくりのため、運動に関する正しい知
識に基づく市民の自主的な活動を推進するこ
とを目的として、地域の中心となって運動を
継続するヘルスサポーター（健康づくり支援
者）を養成します。

健康支援課
4章1-
（４）
P46

ヘルスサポーター養
成教室

実施回数 回

中央区で８回、中央区以外
の５区で各区１２回実施
し、２９１人のヘルスサ
ポーターを養成した。
（184千円）

地域健康づくり支援連絡会
を各区２回実施する予定。
（333千円）

各区２回、地域健康
づくり支援連絡会を
開催し、健康づくり
のための地域資源等
について情報交換を
行った。
（312千円）

地域健康づくり支援
連絡会を各区２回実
施予定。
（498千円）

・地域健康づくり支援連絡会は、各区２回の開催が定着で
き、さらに関係者の出席もできている。各区の地域特性を踏
まえた取組みの構築しつつあると評価できる。

3
地域健康づくり
支援ネットワー
クの推進

　各区での健康づくりの課題に応じた事業を
推進するため、「地域健康づくり支援連絡
会」などのネットワークを活用し、健康づく
りの推進に努めます。

健康支援課
4章1-
（４）
P46

地域健康づくり支援
ネットワーク事業

地域健康
づくり支
援連絡会
実施回数

回

各区２回、地域健康づくり
支援連絡会を開催し、健康
づくりのための地域資源等
について情報交換を行っ
た。
（275千円）

稲毛区健康課を会場に食生
活改善推進員養成講座を開
催し、食生活改善推進員の
増加に努めた。（4,205千
円）

稲毛区健康課を会場
に食生活改善推進員
養成講座を開催し、
食生活改善推進員の
増加に努めた。
（3,947千円）

緑区健康課を会場に
食生活改善推進員養
成講座を開催し、食
生活改善推進員の増
加に努める。
（4,199千円）

・第２次千葉市食育推進計画の数値目標である３３０人を目
標とし、食生活改善推進員の養成・育成に取り組む。高齢等
により、解職者もでているが、毎年度、育成し食生活改善推
進員数は、維持している状況である。

1
食生活改善の推
進

　地域において食生活改善のためのボラン
ティア活動を行う食生活改善推進員を育成
し、健全な食生活の実現を支援します。

健康支援課
4章1-
（４）
P46

食育推進事業
（食生活改善推進員
養成講座）

食生活改
善推進員

数
人

花見川区健康課を会場に食
生活改善推進員養成講座を
開催し、食生活改善推進員
の増加に努めた。
（3,954千円）

所管課の事業名 数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

（４）生涯にわたる健康づくりの推進

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
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資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

600 543 600 201 600

達成率 90.5% 達成率 33.5%

進捗度 ○ 進捗度 ◆

7,200 9,712 7,200 9,431 9,000

達成率 134.9% 達成率 131.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

2,400 2,033 2,400 2,162 1,800

達成率 84.7% 達成率 90.1%

進捗度 △ 進捗度 ○

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

330 207 330 280 330

達成率 62.7% 達成率 84.8%

進捗度 △ 進捗度 △

140 140 144 144 72

達成率 100.0% 達成率 100.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

120 120

達成率 100.0% 達成率 #DIV/0!

進捗度 ☆ 進捗度 　

－ － 1200 793 1,200

達成率 #VALUE! 達成率 66.1%

進捗度 　 進捗度 △

平成28年度から実施。定員に満たないフィットネスクラブが
多いため、利用者が増えるよう、チラシの配付場所など周知
方法を検討する必要がある。

参加人数 人 －

高齢者がフィットネスクラ
ブに通う料金の一部を補助
する。
（決算額　8,117千円）

市政だより、ホーム
ページ及びチラシで
事業周知を図り、前
事業と比較して利用
者数が大幅に増加し
た。

補助事務の一部に不
備があり、補助金の
支払いが遅延したこ
とから、事務手順及
び申請様式等の見直
しを行う。
（予算額　14,721千
円）

平成２８年度よ
り変更
シニアフィット
ネス習慣普及事
業

　市内フィットネスクラブに高齢者向けの運
動メニューを提供いただきその利用料の一部
を市が助成することで、介護予防に資する運
動習慣の普及啓発を図ります。

高齢福祉課
シニアフィットネス
習慣普及事業

実施回数 回

スポーツクラブに委託し、
１コース１２回を各区年２
回実施した。
（決算額　11,266千円）

制度見直しにより「シニア
フィットネス習慣普及事
業」に変更。

計画どおり実施している。事業の費用対効果を検証し、今後
のあり方を検討する必要がある。

8

シニア水中プロ
グラム
（平成２７年度
で終了）

　水中での運動により慢性的な関節疾患の痛
みの軽減を図ります。また、脳活性のエクサ
サイズや、認知症発症リスクを抑える生活習
慣を獲得するための講話を実施することで、
認知症の予防を図ります。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（５）
P52

シニア水中プログラ
ム

実施回数 回

総合型介護予防事業として
円滑に実施できる事業者に
業務を委託し、１コース１
２回を各区年２コース実施
した。
（決算額　12,859千円）

総合型介護予防事業として
円滑に事業を実施できる事
業者に委託し、１コース１
２回を各区年２コース実施
する。
（決算額　8,662千円）

２コースとも定員を
超える応募があり、
延べ2,385人（実人
数240人）が参加し
た。参加率は83%
で、高齢者の積極的
な様子がうかがえ
た。

事業の費用対効果を
検討するため、１
コースを１２回から
６回に減らして実施
する。

参加者が定員に満たない会場があることから、会場の場所、
実施時間、周知方法等を検討する必要がある。
また、参加者から、介護予防体操の習得や他の参加者との交
流のためには回数が少ないとの声があることから、実施回数
を増やすことについて検討する必要がある。

7
チャレンジシニ
ア教室

　一般高齢者を対象に、介護予防の視点を取
り入れた実習・趣味活動・講座など、特に閉
じこもりがちな男性高齢者の興味を引くよう
な多彩なプログラムを行います。

高齢福祉課
4章1-
（５）
P52

チャレンジシニア教
室

参加人数 人

　参加者数は数値目標に届か
なかったが、介護とは縁遠い
元気な高齢者に対し、介護予
防の観点からの体力作りのノ
ウハウを提供することができ
た。
（決算額 877千円）

　実施時間の変更などの工
夫を図り、より多くの高齢
者が介護予防・健康づくり
に取り組めるように支援し
ていく。
（決算額 877千円）

実施時間等の変更の
他、周知場所の拡大
及び周知時期の前倒
しにより、広報活動
に注力した結果、前
年度を上回る参加者
数となった。

引き続き事業周知に
努め、参加者数の更
なる増加を図る。

計画どおり実施してきたが、２次予防事業としての元気アッ
プ教室事業は２８年度で終了となる。平成２９年度度より、
内容を見直し、総合事業の短期集中型通所サービス事業とし
て「短期リハビリ型通所サービス」を実施する。

6
健康づくりプロ
ジェクト

　プロのサッカーチームや野球チームのト
レーナーなどが講師となり、自宅で簡単にで
きるストレッチや筋力トレーニングなどを実
施し、体力づくりのノウハウを提供するとと
もに、市民への介護予防、健康づくりに対す
る興味・関心が深まるよう努めます。

高齢福祉課
4章1-
（５）
P52

健康づくりプロジェ
クト事業

設定不可

スポーツクラブ等に委託し、
１回３ヵ月のコースを各区年
３コース実施した。自力で通
うことが難しい方を対象に、
送迎も実施した。延参加人数
1,778人
（16,326千円）

スポーツクラブ等に委託
し、１回３ヵ月のコースを
各区年３コース実施しす
る。自力で通うことが難し
い方を対象に、送迎を実施
する。
（24,549千円）

スポーツクラブ等に委
託し、１回３ヵ月の
コースを各区年３コー
ス実施した。自力で通
うことが難しい方を対
象に、送迎も実施し
た。
延参加人数1,884人
（15,416千円）

介護予防・日常生活
支援総合事業への移
行に伴い、「短期リ
ハビリ型通所サービ
ス」を開始する。
（1,400千円）

計画通り実施している。普及啓発の件数実績として、28年度
は39,082人と、27年度の31,294人と比べ7,788人増え、前年
比24.9％の増加となっている。29年度においても、引き続き
普及啓発に取組んでいる。

5 元気アップ教室

　基本チェックリストにより、要支援状態又
は要介護状態になる恐れが高いと判定された
方を対象に、運動器の機能向上、栄養改善、
口腔機能の向上及び認知症予防のプログラム
を行います。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（５）
P52

元気アップ教室事業

設定不可

あんしんケアセンターにて、
認知症サポーター養成講座や
講演会の開催等、介護予防に
関する知識の普及・啓発を
行った。参加人数31,294人。
（39,162千円）

あんしんケアセンターに
て、パンフレットの配布や
講演会・相談会を開催し、
介護予防に関する知識の普
及・啓発を行う。
（53,157千円）

あんしんケアセンター
にて、認知症サポー
ター養成講座、講演
会、ミニ講座、相談会
等を開催し、普及啓発
を行った。
介護予防の自己管理の
ツールとして「介護予
防手帳」及び「いきい
き活動マップ」の作成
を行った。
　参加人数39,082人
　前年比24.9％の増加
　　　　（7,788人増）
（44,320千円）

新規・既存のあんしん
ケアセンターにおい
て、講演会、教室、相
談会、イベントを随時
開催し、引き続き普及
啓発に取組む。
（44,847千円）

自ら介護予防に取り組むことができるよう、健康、栄養、口
腔ケア等介護予防に関する個別の相談、指導が適切に実施さ
れている。

4
介護予防普及啓
発

　あんしんケアセンターなどにおいて、パン
フレットなどの配布や講演会・相談会を開催
し、介護予防に関する知識の普及・啓発を行
います。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（５）
P52

介護予防普及啓発事
業

参加者延
人数

人
個別相談583回実施
（10,782千円）

個別相談576回
（12,962千円）

個別相談573回実施
（11,200千円）

個別相談504回
（11,641千円）

参加しやすい会場で実施することで、より多くの方に介護予
防に関する知識の普及啓発を実施することができている。

3 介護予防相談
　６５歳以上の人を対象に健康・運動・栄
養・口腔などの個別相談を行います。

健康支援課
4章1-
（５）
P52

介護予防相談

参加者延
人数

人

地域の自治会館等も会場とし介護予
防に関する知識の普及啓発を実施し
た。
医師講演会30回
歯科医師講演会18回
薬剤師講演会6回
歯っぴー健口教室120回
食事セミナー117回
その他介護予防教室255回
（29,625千円）

医師講演会30回
歯科医師講演会18回
薬剤師講演会6回
歯っぴー健口教室120回
食事セミナー162回
体操体験教室7回
その他介護予防教室600回
（35,044千円）

地域の自治会館等も会場と
し介護予防に関する知識の
普及啓発を実施した。
医師講演会36回
歯科医師講演会18回
薬剤師講演会6回
歯っぴー健口教室118回
食事セミナー126回
体操体験教室42回
その他介護予防教室184回
（31,494千円）

医師講演会30回
歯科医師講演会18回
薬剤師講演会6回
歯っぴー健口教室96回
食事セミナー108回
その他介護予防教室384
回
（28,259千円）

保健活動及び関係機関からの情報により、訪問を実施すると
ともに、効果的な把握方法について検討していく。数値目標
に対する達成率が低いことから、今後の対象者の把握方法や
数値目標の見直し等検討する必要がある。

2 介護予防教育

　介護予防について普及・啓発を行うととも
に、地域住民が主体性をもって介護予防につ
いて理解を深めていけるよう、自治会程度の
単位での普及・啓発を行います。

健康支援課
4章1-
（５）
P52

介護予防教育

訪問延人
数

人

他事業参加者や関係機関か
らの情報により保健師・管
理栄養士・歯科衛生士等が
訪問を実施した。
（4,189千円）

保健活動及び関係機関から
の情報により訪問を実施す
るとともに、効果的な把握
方法について検討してい
く。
（5,145千円）

他事業参加者や関係機
関からの情報により保
健師・管理栄養士・歯
科衛生士等が訪問を実
施した。（4,523千
円）

保健活動及び関係機関
からの情報により訪問
を実施するとともに、
効果的な把握方法につ
いて検討していく。
（5,148千円）

1
介護予防対象者
の把握

　保健活動及び民生委員などからの情報に対
応し、閉じこもりなどの何らかの支援を要す
る人を把握し、介護予防活動に繋げます。

健康支援課
4章1-
（５）
P52

介護予防対象者把握

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

（５）生活支援・介護予防サービスの基盤整備の推進

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名 数値目標・単位
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資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

－ － 50 4 100

達成率 #VALUE! 達成率 8.0%

進捗度 　 進捗度 ◆

240 219 240 198 240

達成率 91.3% 達成率 82.5%

進捗度 ○ 進捗度 △

3,600 4,596 3,600 5,382 4,800

達成率 127.7% 達成率 149.5%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

15,365 18,346 15,534 18,569 15,689

達成率 119.4% 達成率 119.5%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名

基本チェックリストの紹介
リーフレットを作成し、要介
護認定非該当者をはじめ、地
域の交流の場や介護予防教室
等において配付するととも
に、高齢者の生活状況や介護
予防についての意見聴取を行
う。
（9,234千円）

基本チェックリストの
紹介リーフレットを作
成し、６５歳到達者及
び要介護認定非該当者
に送付した。また、あ
んしんケアセンターが
地域の交流の場や介護
予防教室等において、
介護予防についての啓
発を行うと共に意見聴
取を行った。
（4,979千円）

65歳到達者及び要介護
認定非該当者に介護予
防を周知する案内文を
送付し、介護予防対象
者を把握する。
また、地域の交流の場
や介護予防教室等の場
において、あんしんケ
アセンターによる高齢
者の面談等により対象
者の把握を行う。
（7,027千円）

平成２７、２８年度は、あんしんケアセンターの介護予防普
及啓発等の活動の中で、チェックリストを活用し、ニーズ把
握を実施している。
平成２６年度にて基本チェックリストの個別配送は廃止と
なっている。閉じこもりや社会との繋がりが軽薄している
等、支援が必要な高齢者を効果的にかつ効率的に把握する方
法を関係機関を含め、検討する必要がある。

25
介護予防・生活
支援ニーズ把握

　地域ケア会議・介護予防教室などで、アン
ケートなどを実施し、身体状況別の高齢者の
状況や生活支援サービスなどの必要量の把握
などを行います。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（５）
P54

介護予防・生活支援
ニーズ把握

設定不可

地域ケア会議、介護予防教
室などで、高齢者の状況等
についてアンケートを一部
実施した。
（10,305千円）

機能回復訓練の実施期間を
2か月から3か月に延長し、
内容の充実を図っている。

実施期間の延長によ
り訓練を充実させる
利用者が増加した。

訓練終了後も家庭で継
続できる体操を中心と
した訓練プログラムを
実施する。また、広報
については、市政だよ
りやホームページだけ
ではなく、案内チラシ
等の配布を実施し、新
規利用者の獲得に努め
る。

引き続き身体機能の低下防止を図るためのストレッチ体操や
レクリエーションを実施する中で、実施状況やアンケートな
どを検証し、必要な見直しについて検討していく。

24 機能回復訓練

　いきいきプラザ・いきいきセンターにおい
て、加齢に伴い身体機能の低下が見られる、
またはその心配がある高齢者に対し機能維
持・体力増強など、介護予防を目的にスト
レッチ体操やレクリエーションなどを取り入
れたグループ指導や個別指導を実施します。

高齢福祉課

4章1-
（５）
P54

老人福祉センター管
理運営

参加人数 人
前年度と比較し、参加人数
は増加し、概ね計画を達成
した。

一時予防事業及び二次予防事
業参加者に対し、事業参加前
と参加後に基本チェックリス
トを実施し、評価を行う。。
一次予防事業評価人数300人
二次予防事業評価人数200人
（3,779千円）

一時予防事業及び二次
予防事業参加者に対
し、事業参加前と参加
後に基本チェックリス
トを実施し、評価を
行った。
一次予防事業評価人数
428人
二次予防事業評価人数
189人
（3,367千円）

介護予防ケアプラン作
成者及び一般介護予防
事業参加者、総合相談
等においてあんしんケ
アセンターが必要と判
断した高齢者に対し実
施した基本チェックリ
ストの結果を保健医
療・衛生情報システム
に取り込み、介護予防
事業の評価及び総合事
業の評価に活用できる
ようにする。（4,300
千円）

保健医療・衛生情報システムを使用しての評価は、実績と基
本チェックリスト該当者数といったアウトプット指標や主観
的健康感の変化（平成29年度より開始）を集約するアウトカ
ム指標しかない。
総合事業全体の評価を行う為の分析方法や使用する指標等に
ついて、関係各課全体で検討する必要がある。

13
介護予防事業評
価

　基本チェックリストの該当数の変化や生活
支援サービスの利用状況などから、介護予防
事業参加による各個人の状況変化を把握し、
事業の評価を行います。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（５）
P53

介護予防事業評価事
業

設定不可

一時予防事業及び二次予防事
業参加者に対し、事業参加前
と参加後に基本チェックリス
トを実施し、評価を行った。
一次予防事業評価人数299人
二次予防事業評価人数153人
（5,292千円）

あんしんケアセンター等が
地域活動組織やボランティ
ア等人材の育成及び支援を
行う。
（40,191千円）

あんしんケアセン
ター等が体操教室、
ボランティア育成講
座の講師、サーク
ル、サロン活動支
援・助言等を行っ
た。
（36,294千円）

あんしんケアセン
ター等が地域活動組
織やボランティア等
人材の育成及び支援
を行う。
（44,847千円）

地域介護予防活動支援事業（体操教室、ボランティア育成講
座の講師、サークル、サロン活動支援・助言等）の実績とし
ては、28年度は、21,102人と、27年度の14,825人と比べ
6,277人増えており、対前年比42.3％の増加となっている。
地域介護予防活動支援事業実績の対前年比における大幅な増
加ついては、シニアリーダーや、生活支援コーディネーター
との協働機会が増えたことが一因となっていると考える。

介護予防活動に取り組む地区組織に対して、身近な場所で運
動等の介護予防に関する技術提供等を行うことで、主体的な
活動が継続できるような支援を行うことができている。地域
の活動の場が充実するよう、引き続き支援を行っていく。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（５）
P53

地域介護予防活動支
援事業

設定不可

あんしんケアセンターに
て、ボランティア育成講座
の講師、サロン立ち上げの
支援等を行った。参加人数
14,825人。
（34,799千円）

参加者延
人数

人

既存の地区活動への支援とと
もに、地区資源の情報を整理
しながら、介護予防に係る地
域住民の活動支援を行なっ
た。住民主体で取組む介護予
防活動への支援7会場
（8,817千円）

住民主体で取組む介護予防
活動への支援48会場
（11,549千円）

既存の地区活動への支
援とともに、地区資源
の情報を整理しなが
ら、介護予防に係る地
域住民の活動支援を
行った。住民主体で取
組む介護予防活動への
支援107会場
（10,111千円）

住民主体で取組む介
護予防活動への支援
100会場
（14,989千円）

12
地域の介護予防
活動の育成・支
援

　介護予防の体操などを行う住民主体の場を
充実するために、介護予防に資する地域活動
組織の育成及び支援を行います。
　また、あんしんケアセンターなどにおい
て、ボランティア等人材を育成するための支
援を行います。

健康支援課
4章1-
（５）
P53

地域活動支援

ほぼ計画どおり実施している。講座の受講者数が順調に増
え、講座修了後のシニアリーダーの自主的活動が活発に行わ
れ、各区連絡会の開催によりシニアリーダー同士が情報交換
等を行い活動に反映する体制となっている。講座卒業後のシ
ニアリーダーが運営する体操教室の実施について、市民への
周知や会場確保に対する支援等が課題となっており、今後、
支援策を検討していく必要がある。

講座修了
者数

人

事業所へ業務委託契約。週
１回×３か月間（合計１２
回）を１コースとし、各区
1会場×６区×年間２コー
ス開催。講座修了者数219
人
（12,080千円）

事業所へ業務委託契約。週１
回×３か月間（合計１２回）
を１コースとし、各区1会場×
６区×年間２コース開催。
また、講座修了後、シニア
リーダーによる自主的な地域
でのボランティア活動を支援
していく。
（15,797千円）

事業所へ業務委託契
約。週１回×３か月間
（合計１２回）を１
コースとし、各区1会場
×６区×年間２コース
開催。講座修了者数198
人
講座修了者に対し、地
域での自主活動支援や
各区で連絡会を開催し
た。
（14,700千円）

引き続き前年度同様
の規模で講座を開
催。
講座修了者への地域
活動支援をさらに拡
大して実施してい
く。(19,575千円）

より効果的な介護予防の取組みを実践するため、リハビリ
テーション専門職の幅広い関わりが重要であるため、関係団
体と引き続き調整を進めていく。住民主体の通いの場への派
遣等を積極的に行っていく。また、あんしんケアセンター等
での個別のケースの処遇や地域ケア会議に対しても支援を行
うことができるよう、検討を行う。

10
シニアリーダー
講座

　地域の方々に対して介護予防の普及・啓発
ができるよう、取組みの重要性や介護予防に
つながる生活習慣についての知識の習得を図
ります。
　また、介護予防の運動を普及できるよう、
指導に必要な基礎知識を学ぶとともに、実技
指導の体験などを通して自主グループをけん
引できるリーダーを育成する講座を開設しま
す。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（５）
P53

シニアリーダー講座
事業

実施回数 回

次年度開始に向けて、他市
の情報収集やリハビリ職能
団体との調整等の準備を
行った。

住民主体の通いの場等の現
状等を把握し、年度後半よ
りリハビリ職による支援を
行っていく。（2,000千
円）

あんしんケアセンターが関
わっている住民主体の通
いの場にリハビリ職をモデ
ル的に派遣し、あんしんケ
アセンター職員へ対し運
営上の助言を行うと共に、
参加者へ介護予防に向け
たワンポイントアドバイスを
行った（４会場）。専門職
の確保について課題と
なっている。（236千円）

専門職の協力につい
て、地域リハビリ広域
支援センター及び職能
団体等と検討の場を持
ちながら、住民主体の
通いの場や地域ケア会
議へ派遣する体制を構
築する。（2,000千円）

9
リハビリテー
ション活動支援

　介護予防の機能強化（自立支援に資する取
組）を図るため、住民主体の通いの場などに
おいて、リハビリテーション専門職などによ
る指導・助言を行います。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（５）
P52

地域リハビリテー
ション活動支援事業

11



資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

6 6 12 12 12

達成率 100.0% 達成率 100.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

1 1 1 1 7

達成率 100.0% 達成率 100.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

12 7 8 6 8

達成率 58.3% 達成率 75.0%

進捗度 △ 進捗度 △

9 3 9 4 6

達成率 33.3% 達成率 44.4%

進捗度 ◆ 進捗度 ◆

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

19 32 33 32 34

達成率 168.4% 達成率 97.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ○

数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名

事業者との新規協定締結を
継続する。また協力事業者
を集め、本制度に関する連
絡会議を開催する（年度１
回開催）。
（０千円）

平成28年度末現在、
32事業者と協定を締
結している。また協
力事業者を集め、本
制度に関する連絡会
議を開催した（年度
１回開催）。
（０千円）

協力事業者の拡大を
図る。また協力事業
者等による本制度に
関する連絡会議を開
催する（年度１回開
催）。
（０千円）

　引き続き、制度を実施するとともに、協力事業者の拡大を
図る。

32
孤独死防止通
報制度の運用

　日常業務で地域を巡回しているライフ
ライン事業者や宅配業者などの協力によ
り、高齢者宅などの異変を発見した場
合、区に通報してもらうことで、地域に
おける孤独死の防止に努めます。

地域福祉課
4章1-
（５）
P55

孤独死防止通報制度
協力事業

者
事業
者

平成27年度末現在、32事業
者と協定を締結している。
また協力事業者を集め、本
制度に関する連絡会議を開
催した（年度１回開催）。
（０千円）

　引き続き、関係課と連携
して見守り体制の強化を
図っていく。
（ 0千円）

　H26年度に民間企
業と締結した協定・
覚書により、高齢者
の見守り体制の強化
を行っている。
（ 0千円）

　引き続き、関係課
と連携して見守り体
制の強化を図ってい
く。
（ 0千円）

　民間事業者と協力した見守り活動については地域福祉課も
扱っており、庁内において棲み分けを整理したり、一本化す
ることを検討する必要がある。

31
民間事業者等に
よる見守り

　民間事業者などの資源やネットワークを活
用し、高齢者の見守りを行い、高齢者の孤独
死・孤立死の防止に努めます。
　また、日常生活において何らかの異変が生
じた場合、区へ連絡することで、区があんし
んケアセンターなどと連携し必要に応じた高
齢者の支援を行います。

高齢福祉課
4章1-
（５）
P55

民間事業者と連携し
た地域見守り活動

設定不可
（民間事
業者から
任意の申
出を受け
て実施す
るため）

　H26年度に民間企業と締
結した協定・覚書により、
高齢者の見守り体制の強化
を行っている。
（ 0千円）

社会福祉協議会の地区部会
が、日常的な生活課題等を
地域全体で支えあえるよう
な仕組みづくりを推進する
場合に、その地区部会に対
して助成。
（1,350千円）

社会福祉協議会の地区
部会が、日常的な生活
課題等を地域全体で支
えあえるような仕組み
づくりを推進する場合
に、その地区部会に対
して助成した。
（600千円）

社会福祉協議会の地区
部会が、日常的な生活
課題等を地域全体で支
えあえるような仕組み
づくりを推進する場合
に、その地区部会に対
して助成。
（900千円）

平成27年度から平成29年度までの３年間に限り補助金の助成
予定。

29
高齢者生活支援
サービス基盤づ
くり

　要支援の高齢者などが住み慣れた地域で安
心して生活できるよう、掃除・買い物などの
生活支援の充実を図るため、社会福祉協議会
に補助します。

高齢福祉課
4章1-
（５）
P54

高齢者生活支援サー
ビス基盤づくり

地区部会 地区

社会福祉協議会の地区部会
が、日常的な生活課題等を地
域全体で支えあえるような仕
組みづくりを推進する場合
に、その地区部会に対して助
成した。
（450千円）

　引き続き、活動拠点の整備
に係る初期経費を助成し、地
域見守り活動の促進を図って
いく。
　地域見守り活動を始めよう
とする人向けのガイドブッ
ク・事例集の刊行を予定。
（1,212千円）

　地域見守り活動を
新たに実施する団体
の設立を促すために
活動拠点の整備に必
要な初期経費を助成
した。
（ 806千円）

　引き続き、活動拠点
の整備に係る初期経費
を助成し、地域見守り
活動の促進を図ってい
く。
　地域見守り活動を始
めようとする人向けの
ガイドブック・事例集
の配布を予定。
（1,212千円）

　見守り活動を実施する団体を対象とした補助（助成）を、
庁内の複数の課（区役所を含む。）のほか千葉市社会福祉協
議会が実施していること、また、活動開始時のみの補助と
なっており継続的な支援につながっていないことから、補助
のあり方について整理・検討する必要がある。研修会の実施
方法や内容を改良していく必要がある。

28
高齢者見守り
ネットワーク構
築の推進

　町内自治会などが見守り活動を新たに実施
するための、ガイドブックを作成するととも
に、初期経費の一部を補助します。活動後も
団体間の交流を図り情報を共有する機会を創
出するとともに、事例集を作成するなど、地
域における見守り活動を支援します。

高齢福祉課
4章1-
（５）
P54

地域見守り活動支援
事業

補助金交
付団体数

団体

　地域見守り活動を新たに実施
する団体の設立を促すために活
動拠点の整備に必要な初期経費
を助成した。
　地域見守り活動・助け合い活
動研修会を実施し、地域見守り
活動を実施中の団体から５４人
が参加した。
（ 1,049千円）

平成２９年度から各区に協
議体を立ち上げるための、
協議を進めていく。
(16千円)

千葉市の支えあいづ
くりを考える会を２
回開催した。（0千
円）

区毎に協議体を設置で
きるよう、平成29年度
はその準備組織として
「区生活支援サービス
充実に関する研究会」
の立ち上げを進めてい
く。（16千円）

協議体については、生活支援コーディネーターの活動に対す
る助言や指導等を効果的に行うための開催手法等を検討して
いく必要がある。また、平成30年度から各区に協議体を設置
できるよう、平成29年度はその準備組織として「区生活支援
サービス充実に関する研究会」の立ち上げを進めている。

27
生活支援サービ
ス体制の整備

　生活支援コーディネーターを配置するとと
もに、地域ケア会議の活用、協議体の設置な
ど、地域における生活支援・介護予防サービ
スの提供体制の整備を推進します。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（５）
P54

生活支援コーディ
ネーター等整備

協議体設
置数

箇所

千葉市の支えあいづくりを
考える会を愛称とし、１０
月に発足し、３回の会議を
開催した。
（260千円)

平成２８年４月に各区２名
体制へと増員を図った。
(28,475千円)

生活支援コーディネー
ターが地域の支えあい
活動団体等の調査を行
い、介護サービス情報
公表システムで約600
件の情報を開示した
他、いきいき活動マッ
プの原案作成を行っ
た。
（28,199千円）

介護サービス情報公
表システムで情報や
いきいき活動マップ
の更新、生活支援
サービスをまとめた
ガイドを発行する。
（28,475千円）

計画どおり実施している。地域における生活支援コーディ
ネーターの役割は極めて重要であり、今後は、次期計画で日
常生活圏域毎に1人の生活支援コーディネーターを配置（第2
層28人）できるよう検討を進めていく。

26
生活支援コー
ディネーターの
設置

　地域に不足するサービスの創出、多様な
サービスの担い手となる地域の人材の育成及
び関係者間の情報共有などのコーディネート
機能を担う「生活支援コーディネーター」を
配置します。

地域包括ケ
ア推進課

4章1-
（５）
P54

生活支援コーディ
ネーター等整備

生活支援
コーディ
ネーター

人

生活支援等を業務とする団体
を募集しプロポーザル方式に
より委託業者を選任。平成２
７年１０月、６区に生活支援
コーディネーターを配置し活
動を開始した。
(6,973千円)
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資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

132 86 159 106 181

達成率 65.2% 達成率 66.7%

進捗度 △ 進捗度 △

12 10 12 11 12

達成率 83.3% 達成率 91.7%

進捗度 △ 進捗度 ○

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

3,421 3,233 4,043 3,496 4,024

達成率 94.5% 達成率 86.5%

進捗度 ○ 進捗度 △

91 90 91 67 91以上

達成率 98.9% 達成率 73.6%

進捗度 ○ 進捗度 △

19 20 19 19 20

達成率 105.3% 達成率 100.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

　引き続き、各区支え合いのまち推進協議会において事例紹介、
意見交換、広報誌発行等を行う。

「社会福
祉審議会
地域福祉
専門分科
会」、

「各区支
え合いの
まち推進
協議会」
開催回数

回

各区支え合いのまち推進協
議会において、地域活動の
事例紹介や意見交換、進協
だよりの発行等を行い、計
画の推進に努めた。
（1,924千円）
【千葉市社会福祉審議会地
域福祉専門分科会】開催回
数　0回
【各区支え合いのまち推進
協議会】開催回数　延べ20
回（6区合計）

各区支え合いのまち推進協
議会において、地域活動の
事例紹介や意見交換、進協
だよりの発行等を行い、計
画を推進する。
（2,717千円）
【千葉市社会福祉審議会地
域福祉専門分科会】開催回
数　3回
【各区支え合いのまち推進
協議会】開催回数　延べ20
回（6区合計）

各区支え合いのまち推
進協議会において、地
域活動の事例紹介や意
見交換、進協だよりの
発行等を行い、計画の
推進に努めた。
（1,019千円）
【千葉市社会福祉審議
会地域福祉専門分科
会】開催回数　3回
【各区支え合いのまち
推進協議会】開催回数
延べ１9回（6区合計）

各区支え合いのまち推
進協議会において、各
地域の活動状況を確認
し、成果事例の情報共
有や取組みの推進方法
について検討を行い、
計画を推進します。
また、推進協だよりの
発行等を行い、広く市
民に地域の取組みを紹
介します。
（1,802千円）
【千葉市社会福祉審議
会地域福祉専門分科
会】開催回数　3回
【各区支え合いのまち
推進協議会】開催回数
延べ20回（6区合計）

今後も事業を継続していく。平成28年4月より、全ての世帯員から
の同意を受け、千葉市で取得する市県民税・固定資産税納税証明
書の取得を省略し、高齢福祉課から納税管理課へ直接照会する形
にした。本事業の性質上、広報方法を工夫していく必要がある。

6

「支え合いの
まち千葉推進
計画（第３期
千葉市地域福
祉計画）」の
推進

　地域住民、市、千葉市社会福祉協議会
の３者が連携・協働して、地域で支え合
う仕組みづくりに取り組む「支え合いの
まち千葉 推進計画（第３期千葉市地域
福祉計画）」を推進します。

地域福祉課
4章1-
（７）
P61

地域福祉計画推進

助成件数 件

新たに三世代で同居もしく
は近居した世帯に対し、費
用の一部を助成した。
（28,223千円）

新たに三世代で同居もしく
は近居した世帯に対し、費
用の一部助成を行う。
（28,965千円）

新たに三世代で同居
もしくは近居した世
帯に対し、費用の一
部を助成した。
（25,619千円）

新たに三世代で同居
もしくは近居した世
帯に対し、費用の一
部助成を行う。
（28,653千円）

5
三世代同居等支
援

　親・子・孫などの三世代家族の形成を促進
し、高齢者の孤立防止、家族の絆の再生を図
るため、三世代家族の同居などに必要な費用
の一部を助成します。

高齢福祉課
4章1-
（７）
P60

三世代同居等支援事
業

　社協地区部会活動の活性
化や福祉活動推進員への研
修等を支援し、地域福祉の
推進を図る。

　社協地区部会活動
の活動や福祉活動推
進員への研修等を支
援し、地域福祉の推
進を図った。

　社協地区部会の活
動や福祉活動推進員
への研修等を支援
し、地域福祉の推進
を図る。

　引き続き、千葉市社会福祉協議会に対し、補助金を交付す
るとともに、社協地区部会の活動に必要な支援を行う。

1
社会福祉協議
会地区部会活
動の支援

　地域交流の促進、支え合いの仕組みづ
くり、人材育成、健康づくりなど、地域
福祉の推進に取り組む社会福祉協議会地
区部会の活動を支援します。

地域福祉課
4章1-
（７）
P60

千葉市社会福祉協議
会補助金（地域ぐる
み福祉ネットワーク
事業）

ふれあ
い・いき
いきサロ
ン開催回

数

回

　社協地区部会活動の活性
化や福祉活動推進員への研
修等を支援し、地域福祉の
推進を図った。

所管課の事業名 数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

（７）支え合いの体制づくりの促進

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ

ＵＲでは、平成３０年度までに全国で１００団地を指定する
予定である。今後、市内のほかの団地でも取り組みが開始さ
れる可能性がある。

設定不可

幸町団地、花見川団地にお
いて、ＵＲと地域のアク
ションプラン策定に向け、
ＵＲ・地域・市・区などで
構成する連絡会議に参加し
た。
（0千円）

幸町団地、花見川団地、に加
え、追加指定された千草台団地
においても、ＵＲと地域のアク
ションプラン策定に向け、Ｕ
Ｒ・地域・市・区などで構成す
る協議に参加する。
(0千円）

花見川・幸町の両団地
において、ＵＲ・地
域・市・区などで構成
する検討会に参加し
た。幸町団地では、平
成28年6月に「幸町2丁
目安心居住プラン」が
策定された。
(0千円)

引き続き、花見川団地
において、ＵＲと地域
のアクションプラン策
定に向けたＵＲ・市・
地元関係者等による検
討会に参加する。

（介護保険事業課）
　住宅と福祉の両方の分野に跨っていることから、本市及び
事業者の双方にとって漏れがなく、かつ効率的な手続の進め
方を引き続き検討する必要がある。
（住宅政策課）
サービス付き高齢者向け住宅の登録物件数は順調に増加して
いる。引き続き、サービス付き高齢者向け住宅の供給促進を
図るとともに、立入検査及び定期報告を実施していく。

4
ＵＲ都市機構等
との連携

　ＵＲ都市機構や民間都市開発事業者と連携
し、高齢者世帯などに配慮したまちづくりの
推進を図ります。

政策調整課
4章1-
（６）
P57

ＵＲ都市機構等との
連携

立入調査
件数

件

サービス付き高齢者向け住
宅に関する情報提供を行う
とともに、立入調査及び定
期報告を実施した。
（0千円）

引き続き情報提供並びに立
入調査及び定期報告を実施
する。
(0千円）

サービス付き高齢者
向け住宅に関する情
報提供を行うととも
に、立入調査及び定
期報告を実施した。
（0千円）

引き続き情報提供並
びに立入調査及び定
期報告を実施する。
(0千円）

今後も事業を継続していく。平成28年度より、所得税額から
市民税所得割額で費用負担額を決定するよう変更した。平成
30年度の県費負担教職員制度の見直しに伴う税源移譲に係る
個人住民税所得割の税率等の改正に対し対応していく必要が
ある。

3
サービス付き高
齢者向け住宅の
供給促進

　サービス付き高齢者向け住宅の供給促進を
図るとともに、適切な管理・運営が行われる
よう立入り調査や定期報告を実施します。

介護保険事
業課

住宅政策課

4章1-
（６）
P57

サービス付き高齢者
向け住宅事業の登録

助成件数 件

　要援護高齢者のいる世帯
に対し、居宅での日常生活
が容易になるように浴室な
どを改修する場合に、改修
に要する費用の一部を助成
した。
（36,962千円）

　要援護高齢者のいる世帯に
対し、居宅での日常生活が容
易になるように浴室などを改
修する場合に、改修に要する
費用の一部を助成する。
（32,219千円）

　要援護高齢者のい
る世帯に対し、居宅
での日常生活が容易
になるように浴室な
どを改修する場合
に、改修に要する費
用の一部を助成し
た。
（46,527千円）

　要援護高齢者のい
る世帯に対し、居宅
での日常生活が容易
になるように浴室な
どを改修する場合
に、改修に要する費
用の一部を助成す
る。
（43,610円）

高齢者人口が増えていく中、更なる啓発が必要である。

2
住宅改修費支援
サービス

　要援護高齢者のいる世帯に対し、居宅での
日常生活が容易になるように浴室などを改修
する場合に、改修に要する費用の一部を助成
します。

高齢福祉課
4章1-
（６）
P57

住宅改修費支援事業
費

設定不可

住宅関連情報提供コーナー
において啓発を行った。
（4,011千円＊住宅関連情
報提供コーナーに対するも
の）

引き続き住宅関連情報提供
コーナーにおいて啓発を行
う。
（4,316千円）

住宅関連情報提供
コーナーにおいて啓
発を行った。
（4,029千円＊住宅
関連情報提供コー
ナーに対するもの）

平成29年4月1日から
「すまいのコンシェ
ルジュ」にリニュー
アルし、引き続き住
宅関連情報提供コー
ナーにおいて啓発を
行う。（4,144千
円）

1
住宅のバリアフ
リー化の促進

　住宅関連情報提供コーナー（略称：すまい
アップコーナー）にて相談及び情報提供を通
して、バリアフリー化の啓発を行います。

住宅政策課
4章1-
（６）
P57

住宅情報提供事業

６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

（６）高齢者の住まいの安定的な確保

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名 数値目標・単位

６期計画（27～29年度）
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資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

100 64 100 66 100

達成率 64.0% 達成率 66.0%

進捗度 △ 進捗度 　

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 ○ 進捗度 ○

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 ○ 進捗度 ○

今後も関係機関と連携した取り組みを行い、高齢者や障害者
の消費者被害防止に努めていく。

設定不可

・高齢者等悪質商法被害防止
ネットワーク会議を開催（1
回）
・消費者被害注意報をネット
ワーク会議の構成員や民生委
員等に配信（年6回）
・ネットワーク会議の構成員
が関係するイベントにおいて
消費生活センターの機能周知
を図った。（0千円）

・高齢者等悪質商法被害防止
ネットワーク会議を開催予定
（1回）
・消費者被害注意報をネット
ワーク会議の構成員や民生委
員等に配信予定（年6回）
・ネットワーク会議の構成員
が関係するイベントにおいて
消費生活センターの機能周知
を図る。
（0千円）

・高齢者等悪質商法被
害防止ネットワーク会
議を開催（1回）
・消費者被害注意報を
ネットワーク会議の構
成員や民生委員等に配
信（年6回）
・ネットワーク会議の
構成員が関係するイベ
ントにおいて啓発品を
配布する等、消費生活
センターの機能周知を
図った。

・高齢者等悪質商法被
害防止ネットワーク会
議を開催（1回）
・消費者被害注意報を
ネットワーク会議の構
成員や民生委員等に配
信（年6回）
・ネットワーク会議の
構成員が関係するイベ
ントにおいて啓発品を
配布する等、消費生活
センターの機能周知を
図る。

10

千葉市高齢者等
悪質商法被害防
止ネットワーク
会議

　関係機関及び団体と連携し、悪質商法によ
る高齢者などの消費者被害の防止を図りま
す。

消費生活セ
ンター

4章1-
（８）
P63

千葉市高齢者等悪質
商法被害防止ネット
ワーク会議

巡回講座を各年度100回程度実施しており、順調に推移して
いる。

設定不可

町内自治会、いきいきプラ
ザ及びいきいきセンター等
において104回実施（5,488
人が受講）
（0千円）

申町内自治会、いきいきプ
ラザ及びいきいきセンター
等の申込みに基づき実施予
定
（0千円）

町内自治会、いきい
きプラザ及びいきい
きセンター等におい
て101回実施（5,051
人が受講）
（0千円）

申町内自治会、いき
いきプラザ及びいき
いきセンター等の申
込みに基づき実施予
定
（0千円）

8
消費者被害の防
止

　悪質商法などから高齢者を守るため、高齢
者や高齢者に接する機会の多い方々の要望に
合ったくらしの巡回講座を実施し、悪質商法
の手口や対処方法などの理解の促進を図りま
す。

消費生活セ
ンター

4章1-
（８）
P63

くらしの巡回講座

避難行動要支援者名簿情報を定期的に指令管制システムに取
り込み、災害活動時の支援情報として有効活用できているた
め、継続してシステムに支援者情報を更新していく。

設定不可

避難行動要支援者名簿情報
を定期的に指令管制システ
ムに取り込み、災害活動時
の支援情報として有効活用
できた。
（０千円）

避難行動要支援者名簿情報
を定期的に指令管制システ
ムに取り込み、災害活動時
の支援情報として有効活用
している。（０千円）

取組状況に挙げたシ
ステム取り込みを定
期的に実施し、支援
情報として有効活用
できた。（０千円）

避難行動要支援者名
簿情報を定期的に指
令管制システムに取
り込み、災害活動時
の支援情報として有
効活用している。
（０千円）

今後増加する支援を要する高齢者への対応を踏まえ、名簿へ
の掲載の同意確認及び災害時の対応についての体制整備を図
る必要がある。

4
避難行動要支援
者情報の消防局
での活用

　避難行動要支援者名簿システムで把握した
要支援者情報をちば消防共同指令センターの
指令管制システムに活用することで、火災や
風水害などの発生時に災害地点から一定範囲
内での要援護者の安全確保に努めます。

消防局
指令課

4章1-
（８）
P62

消防指令体制の充実

高齢福祉課
4章1-
（８）
P62

避難行動要支援者名
簿整備事業

設定不可

年4回の名簿作成および、
更新に合わせ新規対象者へ
の同意確認を実施した。
（1,683千円）

年4回の名簿作成および、
更新に合わせ新規対象者へ
の同意確認を実施する。
（2,170千円）

年4回の名簿作成お
よび、更新に合わせ
新規対象者への同意
確認を実施した。
（1,615千円）

年4回の名簿作成お
よび、更新に合わせ
新規対象者への同意
確認を実施する。
（2,037千円）

引き続き避難行動要支援者
名簿未提供団体へ啓発を行
い、提供団体の増加を目指
す。（0千円）

・避難行動要支援者
名簿の未提供団体へ
書面等により啓発を
行った。（0千円）
・避難行動要支援者
名簿提供団体数は、
平成29年3月31日時
点242団体

引き続き避難行動要
支援者名簿未提供団
体へ啓発を行い、提
供団体の増加を目指
す。（0千円）

名簿未提供団体への周知等により提供団体数は毎年増加して
いるが、まだ十分に浸透していないと考えられる。今後更に
提供団体数を増やすためには、制度の周知強化を図るととも
に、町内自治会等の組織力の強化や、個人情報保護の負担感
を解消することも必要であると考えられる。

3
避難行動要支援
者の支援体制の
強化

　災害時における安否確認や迅速な避難支援
などに活用する名簿を作成し、町内自治会な
どと協力して避難行動要支援者を支援する体
制を構築します。

危機管理課
防災対策課

4章1-
（８）
P62

避難行動要支援者名
簿情報提供

避難行動
要支援者
名簿提供
団体数

団体

・避難行動要支援者名簿の
未提供団体へ書面等により
啓発を行った。（0千円）
・避難行動要支援者名簿提
供団体数は、平成28年3月
31日時点176団体

所管課の事業名 数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

（８）安全・安心なまちづくりの推進

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
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資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

624,785 638,391 631,658 645,961 637,975

達成率 102.2% 達成率 102.3%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

8,783 7,456 9,742 7,985 10,807

達成率 84.9% 達成率 82.0%

進捗度 △ 進捗度 △

210 185 210 185 210

達成率 88.1% 達成率 88.1%

進捗度 △ 進捗度 △

19,554 21,564 19,769 21,776 19,958

達成率 110.3% 達成率 110.2%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

650 710 660 724 720

達成率 109.2% 達成率 109.7%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

19,000 33,012 19,500 38,379 20,000

達成率 173.7% 達成率 196.8%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

引続き4施設と協力し、適
切な管理・運営を行ってい
る。
さらなる機能改善へ向けて
の検討を行っている。
（197千円）

市政だより等での広
報により、周知が進
んだ結果、アクセス
数が増加した。
（197千円）

引続き4施設と連
携・協力し、適切な
管理・運営を行って
いく。
（197千円）

年々アクセス数が増えており、順調にちばぼらの周知が進ん
でいると考えられる。

6
ボランティア
データベースの
運用

　ボランティア活動の活性化を図るため、
市、千葉市国際交流協会、千葉市ボランティ
アセンター及びちば生涯学習ボランティアセ
ンターが保有するボランティア関連情報を集
約し、情報提供します。

市民自治推
進課

4章２-
(１）
P67

千葉市ボランティア
情報「ちばぼら」

アクセス
数

件

市政だより等での広報によ
り、周知が進んだ結果、ア
クセス数が増加した。
（195千円）

引続き指定管理者によるノウ
ハウを活かしたサービスの提
供や効果的なＰＲ等により利
用者数は増加傾向にある。
また、今年度は指定管理者の
選定を行うため、公募に向け
た準備を進めている。
（17,019千円）

引続き指定管理者によ
るノウハウを活かした
サービスの提供や効果
的なＰＲ等により登録
団体数は増加した。
また、指定管理者の選
定を行った。
（17,019千円）

新指定管理者による
ノウハウを活かした
サービスの提供や効
果的なＰＲ等によ
り、登録団体数の増
加を図る。

（19,218千円）

登録団体数が増加しており、より良いサービスの提供・効果
的なPRができていると考えられる。

5
千葉市民活動支
援センター

　ボランティア活動やNPO活動に関する情報
提供や活動場所の提供、活動に関する相談な
どを行います。

市民自治推
進課

4章２-
(１）
P67

千葉市民活動支援セ
ンター

登録団体
数

団体

指定管理者のノウハウを活
かしたサービスの提供、効
率的な施設運営、効果的な
PR等により、施設利用者数
及び利用団体数が増加し
た。
（17,019千円）

・スポーツ施設の管理運営
　１２施設
　587,687千円
・スポーツ広場の管理運営
　２施設
　4,817千円
・運動広場の管理運営
　１９施設
　6,231千円

・スポーツ施設の管理
運営
　１２施設
　581,969千円
・スポーツ広場の管理
運営
　２施設
　4,775千円
・運動広場の管理運営
　１９施設
　5,340千円

・スポーツ施設の管理
運営
　１２施設
　632,651千円
・スポーツ広場の管理
運営
　２施設
　4,816千円
・運動広場の管理運営
　１８施設
　6,017千円

①良好な管理運営を行った。
②市民に安全でより良いスポーツ環境を提供するため、ス
ポーツ施設、スポーツ広場、運動広場の管理運営及び維持補
修等を行った。

　高齢者のスポーツ・レクリエーション活動の場として引き
続き高齢者スポーツ広場を確保する。また、利用状況を検証
し、必要な見直しを検討していく。

スポーツ振
興課

4章２-
(１）
P66

スポーツ施設管理事
業
スポーツ広場・運動
広場事業

設定不可

・スポーツ施設の管理運営
　１２施設
　604,546千円
・スポーツ広場の管理運営
　２施設
　4,767千円
・運動広場の管理運営
　１９施設
　4,799千円

利用人数 人

平成26年度に新規開設した
広場の利用者が大幅に増加
し、全体の利用者増に繋
がった。
（2,664千円）

利用状況等を検証し、必要
な見直しを検討していく。
（789千円）

安定的に利用が継続
されており、利用者
数が微増した。

利用状況等を検証
し、必要な見直しを
検討していく。
（787千円）

　授業内容についてはアンケート結果において在学生・卒業
生から高い評価を得ているものの、定員に空きがあることか
ら、大学校についての周知方法、講義を実施する場所、カリ
キュラム等を検討していく必要がある。

4
スポーツ・レク
リエーションの
振興

　高齢者がスポーツ・レクリエーション活動
への参加を通じて、仲間づくりや健康づくり
に取り組めるよう、高齢者スポーツ広場の整
備などにより活動の場の確保を図ります。
　また、安全でより良いスポーツ環境を提供
するため、スポーツ施設の管理運営及び維持
補修などを行います。

高齢福祉課

4章２-
(１）
P66

高齢者スポーツ広場
事業

学生数 人

　学生から高い評価を得てい
るとともに、地域活動・ボラ
ンティアに対する参加意欲が
高まったとするアンケート結
果が出るなど効果が現れてい
る。
　その反面、美術、陶芸学科
は定員割れとなっている。
（決算額 28,972千円）

　ハーモニープラザのあり
方について、検討している
が、H29年度までは現状維
持で事業を続けていく。
（決算額 31,953千円）

ボランティア活動関
連企画の回数を増や
したところ、昨年度
比で参加者数が71
名、ボランティア相
談件数が17件増加
し、学生の意識付け
に寄与した。

定員割れ解消のた
め、平成29年度入学
者より卒業生の再入
学を認め、対象者を
拡大した。引き続き
事業の在り方につい
て見直しを進める。
（予算額 32,519千
円）

市政だよりへの掲載や、団体間の周知により利用団体数が増
加している。
引き続き市政だより・ＨＰでの周知や窓口での丁寧な説明を
行い、補助金を利用しやすい環境づくりに努め、利用促進を
図る。

3
ことぶき大学校
の運営

　高齢者が知識や技術を習得し、仲間づくり
や社会活動への参加を通じて豊かで充実した
生活が送れるよう学習と活動の場を提供しま
す。
　また、地域の現状と課題に対する実践的学
習や活動体験を通し、卒業後の地域活動への
参加を目指します。

高齢福祉課

4章２-
(１）
P66

ことぶき大学校運営
事業

利用者数 人

昨年度と比較して利用団体
数、利用人数ともに増加
し、高齢者の社会参加を促
進した。
利用団体数　231団体
（8,419千円）

補助上限を1団体あたり２
回までとし、引き続き高齢
者の社会参画促進を行う。
利用団体予定数　269団体
（9,090千円）

昨年度と比較して利
用団体数、利用人数
ともに増加し、高齢
者の社会参加を促進
した。
利用団体数　252団
体

事業の周知に努めるな
ど、引き続き高齢者の
社会参加の促進を図
る。
利用団体予定数 287団
体
(予算額 10,318千円)

講座や講演会の充実が図られ、利用者数の増加に繋がった。
引き続き、工夫を行い利用者数の増大を図る。

2
いきいき活動外
出支援

　高齢者団体が実施する研修、視察、ボラン
ティア活動などの外出に対し、借上バスの費
用の一部を補助することで高齢者の社会参加
を促進します。

高齢福祉課

4章２-
(１）
P66

いきいき活動外出支
援事業

延べ利用
者数

人

前年度と比較し、プラザ・
センターともに利用者数が
増加した。
（506,979千円）

利用者の少ない土日にイベ
ントや講座を開催するな
ど、利用促進を図る。
（539,332千円）

土日にイベントや講
座を開催したことに
より利用者が増加し
た。

これまで行ってきた
ホームページや市政だ
よりによる情報発信を
継続していくのに加
え、地域紙への掲載、
自治会を通じての案内
チラシの回覧等により
利用促進を図る。
(522,426千円)

1
いきいきプラ
ザ・いきいきセ
ンターの運営

高齢者が健康で生きがいのある生活が送れる
ように、健康などの相談に応じたり、健康増
進やレクリエーション活動を行うことができ
る施設で、機能回復訓練、高齢者福祉講座、
世代間交流などを行います。

高齢福祉課

4章２-
(１）
P66

老人福祉センター管
理運営

数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名

　２生きがいづくりと社会参加の促進

（１）社会参加活動の充実
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資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

9,950 9,338 10,507 9,521 10,612

達成率 93.8% 達成率 90.6%

進捗度 ○ 進捗度 ○

46,517 46,645 47,029 46,223 47,499

達成率 100.3% 達成率 98.3%

進捗度 ☆ 進捗度 ○

2,118 2,444

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 ☆ 進捗度 　

5,671 5,722 5,733 4,344 5,790

達成率 100.9% 達成率 75.8%

進捗度 ☆ 進捗度 △

173 173 192 192 233

達成率 100.0% 達成率 100.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

5,671 5,666 5,733 874 5,790

達成率 99.9% 達成率 15.2%

進捗度 ○ 進捗度 　

15,090 14,793 15,500 13,832 16,200

達成率 98.0% 達成率 89.2%

進捗度 ○ 進捗度 △

数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名

　高齢者の数が増加している中で、老人クラブの会員数が減
少していること、また、介護保険制度の改正等を背景に地域
における高齢者への支援の見直しが必要とされていることか
ら、老人クラブへの補助・支援のあり方を検討していく必要
がある。

単位老人
クラブの
会員数

人

　老人クラブの生きがいづく
りや健康づくりに係る各種活
動、社会奉仕活動を促進し
た。
　老人クラブ活動のリーダー
を育成するための指導者研修
会を平成28年2月に実施した。
（16,434千円）

　引き続き、老人クラブの各
種活動、社会奉仕活動を促進
するとともに、リーダー育成
のための指導者研修会を実施
する。
（16,996千円）

老人クラブの生きがい
づくりや健康づくりに
係る各種活動、社会奉
仕活動を促進した。ま
た、指導者研修会での
離席者が前年度よりも
少なかった。（15,901
千円）

要綱の記載不備等に
より、交付申請書の
見直しを行う。ま
た、引き続き指導者
研修会を行い、リー
ダー育成に努める。
（16,335千円）

11 老人クラブ育成

　地域に住む高齢者が集まり、レクリエー
ションや社会奉仕活動を通じながら健康増進
や生きがいづくりを目指す自主的な組織を育
成します。

高齢福祉課
4章２-
(１）
P68

老人クラブ育成指導
事業

地域人材の高齢化や保護者への負担が大きいなどの理由で、
実施日数は減少傾向にある。
平成28年度からモデル校10校を対象に総合コーディネーター
による活動支援を行い、参加児童数は増加したが、全校での
実施日数は減少している。
平成29年度から開始する子どもルームとの一体型事業の検証
を行い、全ての子どもに安全・安心に過ごせる居場所と「学
びのきっかけ」の提供を図る。

生涯学習振
興課

4章２-
(１）
P67

・世代間交流事業
（公民館）
・放課後子ども教室
推進事業

参加人数 人

【公民館】
開催数　6講座
（184千円）
【放課後子ども教室】
地域の方々の参画を得て、学
習指導や多世代間の交流など
市内全小学校112校で実施し
た。
延協力員数  21,286人
（11,443千円）

【公民館】
開催数　6講座
（89千円）

【放課後子ども教室】
市内全小学校１１２校で実施
する
（25,884千円）

【公民館】
開催数　5講座
（92千円）
【放課後子ども教室】
地域の方々の参画を得
て、学習指導や多世代
間の交流など市内全小
学校112校で実施し
た。
延協力員数  21,260人
（24,225千円）

【公民館】
開催数　5講座
（95千円）

【放課後子ども教室】
市内全小学校１１１校
で実施する
（54,331千円）

引き続き、施設の出来る範
囲で世代間交流を実施して
いく。
（決算1110千円）

事業として実施施設
には翌月１５日まで
に報告書の提出を
求めた

引き続き、施設の出
来る範囲で世代間交
流を実施していく。

認可保育施設の増加に伴い、世代間交流の実施施設の増加は
している。園庭のない施設も増えているため、施設の出来る
範囲で世代間交流を実施していく。核家族化が進み、高齢者
と交流する機会が減っている事や地域の高齢者へ保育所(園)
の理解の為にも世代間交流の実施を薦めていく。

概ね計画を達成している。実施状況や参加者からのアンケー
トなどを検証し、必要な見直しについて検討する。

幼保運営課
（保育運営

課）

4章２-
(１）
P67

保育所（園）地域活
動事業

施設数 カ所
事業として実施施設には翌
月15日までに報告書の提出
を求めた。(決算2152千円)

参加人数 人
前年度と比較し、参加人数
は大幅に増加し、概ね計画
を達成した。

高齢者のニーズや施設の立
地を生かした内容を実施
し、利用者増に努めてい
る。

高齢者の生きがいづく
りと介護予防の一環と
して、高齢者と地域の
小・中学生など異世代
との共同学習などを通
じ世代間交流事業を実
施した。実施事業の変
更により、昨年度より
参加者数は減少した。

市政だよりなどを通じ
て参加者を広く募るほ
か、近隣の保育所など
と交流する機会をもう
けることにより、高齢
者が異世代との交流を
より身近なものに感じ
られるよう支援する。

平成２８年度については、生涯学習センター・公民館とも、
事業計画どおりに実施している。

9
世代間交流の促
進

いきいきプラザ・いきいきセンターでは、高
齢者の生きがいづくりと介護予防の一環とし
て、近隣の小学校や保育園などと連携して陶
芸教室や書初め教室などを開催するなど、高
齢者と子どもたちとの世代間の交流を図りま
す。
　保育所において、在所児の祖父母、地域の
高齢者を招いて伝承行事などを楽しんだり、
子どもたちが高齢者福祉施設などを訪問する
など、世代間の交流を図ります。
　小学生を対象として、放課後や週末などに
小学校の施設などを利用して、地域の方々の
参画を得て、子どもたちに学習やスポーツ・
文化芸術活動、地域住民との交流活動などを
提供することにより、子どもたちが地域社会
の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づく
りを進めます。

高齢福祉課

4章２-
(１）
P67

老人福祉センター管
理運営

生涯学習振
興課

4章２-
(１）
P67

高齢者教育事業（公
民館）
生涯学習センター管
理運営

設定不可
（実績は
参加人
数）

人

【公民館】
開催数　64講座
決算額　406千円
高齢者の仲間づくりや社会参加
活動の推進等、生きがいづくり
に繋がる事業を実施した。
生涯学習センターの高齢者向け
講座
講座の実施数：3講座
講座の延受講者数：351人
(554,840千円：指定管理料総
額）

【公民館】
開催予定　63講座
予算額　約176千円
高齢者の仲間づくりや社会参加
活動の推進等、生きがいづくり
に繋がる事業を実施する。
生涯学習センターの高齢者向け
講座
講座の実施予定数：3講座
(551,332千円：指定管理料総
額）

【公民館】
開催予定　64講座
予算額　　153千円
高齢者の仲間づくりや
社会参加活動の推進
等、生きがいづくりに
繋がる事業を実施し
た。
【生涯学習センター】
講座の実施数：3講座
講座の延受講者数：324
人
(551,332千円：指定管
理料総額）

【公民館】
開催予定　68講座
予算額　約222千円
高齢者の仲間づくりや
社会参加活動の推進
等、生きがいづくりに
繋がる事業を実施す
る。
【生涯学習センター】
開催数　3講座
（557,181千円：指定管
理料総額）

高齢者のニーズに合った、
講座内容の検討や、抽選方
法の変更を行うなど利用者
増に努めている。

受講機会を増やすた
めに、年間を通じた
講座に加え前期後期
ごとの半年単位の講
座を開講した。受講
者は、微減となった
が、概ね計画を達成
した。

これまで実施してきた
健康増進や趣味の仲間
づくりのための講座に
加え、新たに学習意欲
や知的好奇心を引き出
すようなテーマ設定の
講座を企画し、新規利
用者促進につなげる。

参加人数は計画を達成しており、引き続き参加者からのアン
ケートや人数などを検証し、必要な見直しについて検討す
る。

8
高齢者学級・講
座の充実

　いきいきプラザ・いきいきセンターでは、
絵画、陶芸、音楽、体操などの幅広い内容の
講座を開催し、福祉講座の充実を図ります。
　公民館や生涯学習センターでは、学習需要
や社会の変化に対応して、高齢者を対象に仲
間づくりや社会参加活動の促進につながる各
種事業を実施します。

高齢福祉課

4章２-
(１）
P67

老人福祉センター管
理運営

参加人数 人
前年度と比較し、参加人数
は増加し、概ね計画を達成
した。

　市民が興味を抱くボラン
ティア講座を開催し、多種多
様なボランティアを育成して
いく。
　ボランティアをする側・受
ける側双方のニーズを把握
し、情報の収集、発信に努め
る。
　活動施設の稼働率向上のた
め、利用団体等にアンケート
調査を実施して、改善点を把
握し、稼働率向上に努める。

　市民が興味を抱くボ
ランティア講座を開催
し、多種多様なボラン
ティアを育成した。
　ボランティアをする
側・受ける側双方の
ニーズを把握し、情報
の収集、発信に努め
た。
　活動施設の稼働率向
上のため、利用団体等
にアンケート調査を実
施して、改善点を把握
し、稼働率向上に努め
た。

　担い手が不足する分
野のボランティア講座
を重点的に開催すると
ともに、市民が興味を
抱く新しい分野・内容
の講座を開催し、多種
多様なボランティアを
育成していく。
　ボランティアをする
側・受ける側双方の
ニーズを把握し、情報
の収集、発信に努め
る。
　ボランティアセン
ターの施設を有効に
使ってもらうため、利
用団体等にアンケート
調査を実施して、必要
な改善を行い、ボラン
ティア活動の支援を行
う。

　引き続き、千葉市社会福祉協議会に対し、補助金を交付す
るとともに、ボランティアの育成、コーディネート等に必要
な支援を実施する。

7
ボランティア
活動の促進

　市民のボランティア活動への積極的な
参加を促すため、ボランティアセンター
で情報提供や講座の開催を行い、ボラン
ティアの育成を図ります。
　また、ボランティア活動の活動施設や
書籍などの貸出しを行い、ボランティア
活動を行う人を支援します。

地域福祉課
4章２-
(１）
P67

千葉市社会福祉協議
会補助金（地域ぐる
み福祉ネットワーク
事業）

ボラン
ティア登
録者数

人

　市民が興味を抱くボラン
ティア講座を開催し、多種多
様なボランティアを育成し
た。
　ボランティアをする側・受
ける側双方のニーズを把握
し、情報の収集、発信に努め
た。
　活動施設の稼働率向上のた
め、利用団体等にアンケート
調査を実施して、改善点を把
握し、稼働率向上に努めた。
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資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

3,000 2,813 2,970 2,650 3,120

達成率 93.8% 達成率 89.2%

進捗度 ○ 進捗度 △

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

160 168 163 138 165

達成率 105.0% 達成率 84.7%

進捗度 ☆ 進捗度 △

105 104 121 117 105

達成率 99.0% 達成率 96.7%

進捗度 ○ 進捗度 　

達成率 #DIV/0! 達成率 #DIV/0!

進捗度 　 進捗度 　

新任　80
専門　105

新任　85
専門　46

新任　120
専門　35

新任　84
専門　41

新任　120
専門　35

達成率
新任100％
専門43％

達成率
新任70％
専門117％

進捗度 △ 進捗度 △

高齢者福祉施設等の職員が
身体拘束を行わない質の高
い介護を提供できるよう、
新任職員研修及び専門実践
研修を実施予定。

高齢者福祉施設等の職
員が高齢者の権利擁護
に対する理解を深め、
身体拘束を行わない質
の高い介護を提供でき
るよう、新任職員研修
及び専門実践研修を実
施。（629千円）

高齢者福祉施設等の職
員が高齢者の権利擁護
に対する理解を深め、
身体拘束を行わない質
の高い介護を提供でき
るよう、新任職員研修
及び専門実践研修を実
施予定。（629千円）

高齢者福祉施設等の職員が高齢者の権利擁護に対する理解を
深め、虐待防止や身体拘束廃止に向けての意識向上につな
がった。受講者数は新任・専門研修と合わせて、毎年120名
程であり、募集定員に対して空きがあるため、開催日等の再
検討が課題となっている。

5
高齢者権利擁
護・身体拘束廃
止研修

　高齢者権利擁護・身体拘束廃止にかかる新
任職員研修及び専門実践研修を実施すること
により、身体拘束を行わない質の高い介護の
提供を目指します。

地域包括ケ
ア推進課

4章3-
(１）
P70

高齢者権利擁護・身
体拘束廃止研修

研修参加
人数

人

高齢者福祉施設等の職員が
身体拘束を行わない質の高
い介護を提供できるよう、
新任職員研修及び専門実践
研修を実施。

高齢者虐待防止パンフレッ
トを作成・配布するなど、
普及・啓発活動を行う。
（1,807千円）

高齢者虐待防止に向
けたパンフレットを
作成し、保健福祉セ
ンター、あんしんケ
アセンター、町内自
治会に計27,290部配
布した。（648千
円）

高齢者虐待防止パン
フレットを作成・配
布するなど、普及・
啓発活動を行う。
（156千円）

高齢者虐待について、市民の知識や理解を深めるため、高齢
者虐待防止に向けたパンフレットを作成し、保健福祉セン
ターやあんしんケアセンターに設置するとともに、町内自治
会に配布し、市民の知識や理解を深めることができた。

4
高齢者虐待予
防・防止の普及
啓発

　高齢者虐待について、市民の知識や理解を
深めるため、高齢者虐待防止パンフレットを
作成・配布するなど、普及・啓発活動を行い
ます。

地域包括ケ
ア推進課

4章3-
(１）
P70

高齢者虐待予防・防
止の普及啓発

設定不可

高齢者虐待防止パンフレッ
トを作成・配布するなど、
普及・啓発活動を行った。
（250千円）

介護保険施設等の実地指導
時に高齢者虐待防止研修の
状況を確認する。
（0千円）

介護保険施設等の実
地指導時に、高齢者
虐待防止研修の実施
状況を確認した。(0
千円）

介護保険施設等の実
地指導時に高齢者虐
待防止研修の状況を
確認する。
（0千円）

引続き、介護保険施設等の実地指導時に実施する。

事業所数の増加に対応するため、実地指導の人員体制を強化
するとともに実施件数を増やしていく。

保健福祉総
務課

4章3-
(１）
P70

実地指導
実地指導

数
事業
所

介護保険施設等の実地指導
時に高齢者虐待防止研修の
状況を確認した。
（0千円）

介護保険事
業課

4章3-
(１）
P70

実地指導
実地指導

数
事業
所

実地指導を通じて、高齢者
虐待防止に係る研修の実施
状況を確認した。
実施期間：H27.4～H28.3

引き続き実地指導を通じ
て、高齢者虐待防止に係る
研修の実施状況を確認して
いく。

実地指導を通じて、
高齢者虐待防止に係
る研修の実施状況を
確認した。
実施期間：H28.4～
H29.3

引き続き実地指導を
通じて、高齢者虐待
防止に係る研修の実
施状況を確認してい
く。

施設職員による高齢者への
虐待について、相談があっ
た場合、必要に応じて調査
を実施し、指導・監督を行
う。

施設職員による高齢
者への虐待につい
て、相談があった場
合、必要に応じて調
査を実施し、指導・
監督を行った。

施設職員による高齢
者への虐待につい
て、相談があった場
合、必要に応じて調
査を実施し、指導・
監督を行う。

高齢者虐待の実態の把握を行い、今後も虐待防止に努める。

施設等職員による高齢者への虐待について、相談や通報が
あった際は、関係課と連携し、必要に応じて調査を実施し、
指導を行っている。今後も、高齢者虐待の実態の把握を行
い、虐待防止に努める。

介護保険事
業課

4章3-
(１）
P70

高齢者福祉施設への
指導・監督

設定不可

施設職員による高齢者への
虐待について、相談があっ
た場合、必要に応じて調査
を実施し、指導・監督を
行った。

設定不可

施設等職員による高齢者へ
の虐待について、相談が
あった場合、必要に応じて
調査を実施し、指導・監督
を行った。

高齢者虐待の実態を調査し、
必要に応じて高齢者虐待防止
マニュアルを改訂する。
また、施設等職員による高齢
者への虐待について、相談が
あった場合、必要に応じて調
査を実施し、指導・監督を行
う。

施設等職員による高
齢者への虐待につい
て相談があった際
に、必要に応じて調
査を実施し、指導・
監督を行った。
(0千円）

高齢者虐待の実態を調
査し、必要に応じて高
齢者虐待防止マニュア
ルを改訂する。また、
施設等職員による高齢
者への虐待について、
相談があった場合、必
要に応じて調査を実施
し、指導・監督を行
う。（76千円）

2
高齢者虐待防止
マニュアルの充
実

　高齢者虐待の実態を調査し、必要に応じて
高齢者虐待防止マニュアルを改訂するととも
に、関係機関などに配布し、高齢者虐待防止
に対する周知を図ります。また、施設などに
ついては、虐待防止に関する指導・監督を強
化します。

地域包括ケ
ア推進課

4章3-
(１）
P70

高齢者虐待防止マ
ニュアルの充実

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

　３尊厳ある暮らしの支援

（１）高齢者虐待への対応

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名 数値目標・単位

　引き続き、就業機会の拡
大、会員の資質向上を図っ
ていく。
（96,640千円）

リーフレットのポス
ティング運動により就
業機会の拡大を図っ
た。また、福祉・家事
援助ｻｰﾋﾞｽの拡充を図る
ため、女性会員の確保
を目的とした会員募集
チラシを作成し、公民
館等に配架した。
（96,362千円）

　引き続き、就業機
会の拡大、会員の資
質向上を図ってい
く。
（99,261千円）

　平成27年度はイベントにおける広報活動や公共施設へのチ
ラシの配布等、市民への周知と入会促進に努めたため、会員
が若干名増加したが、平成28年度は減少している。
　会員登録者数の増加に向けて、引き続き、市政だよりの活
用やイベントでのチラシ配布などの取組を行っていくほか、
新たな取り組みについても検討する必要がある。。2

シルバー人材セ
ンターの充実

高齢者が豊かな経験と能力を発揮し、働くこと
により、生きがいを高める機会を確保できるよ
う、シルバー人材センターの運営を支援しま
す。
　また、市内の企業に対して、シルバー人材セ
ンターの事業内容などのＰＲを積極的に行い、
事業規模の拡大、契約件数・契約金額の増加を
図るとともに、会員数の増加を目指すなど、組
織の強化に努めます。
　さらに、ワンコインサービスにより買い物支
援など暮らしのお手伝いを行うなど、地域貢献
活動に積極的に取り組みます。

高齢福祉課
4章２-
(2）
P68

シルバー人材セン
ター運営補助事業

会員数 人

　リーフレット・チラシのポ
スティングや配布、広報誌等
を活用したPR活動を推進し、
受注の確保を図った。
　各種講習会や研修会を実施
したほか、モラル・マナーに
ついての接遇研修を実施し
た。
（116,54千円）

　コミュニティビジネスの普
及・推進を図るため、市民向
けのシンポジウムを開催しま
す。また、コミュニティビジ
ネスによる創業を目指す者に
対して、市コミュニティビジ
ネス推進協議会のネットワー
クを活用した相談を受付けま
す。

　市民向けシンポジウ
ムを開催(190千円)
し、終了後には講師と
参加者の交流会を実施
した。また、コミュニ
ティビジネスを起業し
ようとする者に対する
相談窓口を設けた。

　下半期で市民向けシ
ンポジウムを開催(275
千円)予定。また、今
年度もコミュニティビ
ジネスを起業しようと
する者への相談窓口を
設け、対応を図る。

　概ね、予定通りに市民向けシンポジウムを年間1回開催す
ることができた。また、コミュニティビジネスを起業しよう
とする者への支援の場を設けることはできたものの、相談件
数はほとんどなかったため、周知方法や支援の方法について
も検討する必要があると思われる。1

コミュニティビ
ジネスの普及推
進

　コミュニティビジネスの普及・推進を図る
ため、市民向けのシンポジウムを開催しま
す。
　また、コミュニティビジネスによる創業を
目指す者に対して、市コミュニティビジネス
推進協議会のネットワークを活用した相談を
受付けます。

産業支援課
4章２-
(2）
P68

コミュニティビジネ
スの普及推進

設定不可

市民向けシンポジウムを開催
した。（212千円）
コミュニティビジネスによる
創業を目指す者に対して、市
コミュニティビジネス推進協
議会のネットワークを活用し
た相談を受け付けた。
（0千円）

所管課の事業名 数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

（２）高齢者の就労支援

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
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資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

申立　28
報酬助成
23

申立　18
報酬助成
21

申立　35
報酬助成
27

申立　27
報酬助成
26

申立　43
報酬助成
31

達成率
申立64％
報酬助成
91％

達成率
申立77％
報酬助成
96％

進捗度 △ 進捗度 △

相談
754
申立支援
17

相談
736
申立支援
15

相談
783
申立支援
15

相談
781
申立支援
56

相談
809
申立支援
14

達成率
相談97％
申立支援
88％

達成率
相談99％
申立支援
373％

進捗度 ○ 進捗度 ○

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

100 86 150 41 100

達成率 86.0% 達成率 27.3%

進捗度 △ 進捗度 ◆

1 1 1 2 1

達成率 100.0% 達成率 200.0%

進捗度 ☆ 進捗度 ☆

2 2 2 1 1

達成率 100.0% 達成率 50.0%

進捗度 ☆ 進捗度 △

協議会開
催数

回

第1回 H27.8.25
第2回 H28.3.28

設置主体は千葉県であるた
め、事業費（需用費として
4,297円）

予算額(需用費11千円)3

福祉人材確保・
定着
千葉地域推進協
議会の開催

　関係団体などで構成する協議会を設置し、
労働環境などを含めた総合的な対策について
検討を行い、各団体による取組みを支援しま
す。

介護保険管
理課

H28.10.11

設置主体は千葉県で
あるため、事業費
（需用費として
2,073円）

予算額（需用費11千円）

H27年度、H28年度に小学生を対象に、要介護者の疑似体験を
実施した。H29年度以降も引き続き実施し、目標達成に努め
ていく。

H27年度は2回、H28年度は1回開催し、地域における福祉人材
確保・定着対策に係る情報交換と具体的な推進方策について
検討・実施した。
H29年度以降は開催回数を1回に変更し、目標達成に努めてい
く。（2→1）

4章4-
(2）
P80

福祉人材確保・定着
千葉地域推進協議会

小中学生
向普及啓
発事業

回 小中学生向け介護啓発研修
実施校1校
(H28.1.12：小学生140名)

実施校2校
①H29.1.31
：小学生125名、教
諭3名
②H29.2.7
：小学生17名、教諭
2名

実施校30校

H29年度から3か月の就労要件を撤廃し、また、市外事業所に
勤務する市内在住者も助成対象とするなど条件を緩和し利用
者の拡大を図った。
養成校に対する在籍者への周知依頼のほか、指定居宅サービ
ス事業者等連絡会議での説明等による事業所への周知も引き
続き実施する。
また、H28年度は実績が伸び悩み、目標の達成が困難であっ
たため、H29年度の数値目標は、従来の制度で最も良好だっ
たH27実績を基に、端数を上方修正して設定し、目標の達成
に努めていく。(200→100）

2
介護人材の確保
に向けた広報の
充実

　介護に関わる仕事を身近に感じ、魅力ある
仕事として認められるよう、ホームページな
どを活用した広報活動を行います。

介護保険管
理課

4章4-
(2）
P80

介護人材確保対策事
業
（介護キャラバン
隊）

助成人数 人

募集期間
　H27.5.1～12.31
助成額計
 3,415,290円

予算額 7,644千円
募集期間
　H28.5.2～12.31
申請状況(28.6.15)
　22人(14人交付決定済)

募集期間
　H28.5.2～12.31
助成額計
 1,692,370円

予算額 5,075千円
募集期間
　H29.5.1～1.31

1
介護職員初任者
研修受講者支援

　介護職員初任者研修を修了し、かつ介護施
設などで就業している場合、受講に要した経
費のうち半額（上限50,000円）を助成しま
す。

介護保険管
理課

4章4-
(2）
P80

介護職員初任者研修
受講者支援事業

数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名

適正な整備に必要な情報提供に努めてまいります。

（２）介護人材の確保・定着の促進

　４介護基盤の整備

（１）介護保険施設等の適正な整備

計画通り実施出来ている。成年後見支援センター相談件数や
申立支援は増加しており、普及・啓発活動を継続して実施し
ている効果が出ていると思われる。
　今後は、さらに高齢化が進み、成年後見制度を必要とする
対象者が増加していくことが予測され、成年後見制度の理解
についても継続して取り組んでいく。相談件数

及び申立
支援数

件

成年後見制度について全般
の支援、市民後見人の養成
などを行い、利用促進を
行った。
（30,857千円）

成年後見制度について全般
の支援、市民後見人の養成
などを行い、利用促進を行
う。
（31,586千円)

成年後見制度について
の普及・啓発のための
講演会の開催やパンフ
レットの配布、弁護士
による専門相談、申立
手続き支援を行った。
また、市民後見人の養
成などを行い、制度に
対する市民の理解を深
めた。
（31,585千円)

　成年後見制度の普
及・啓発、専門相談、
申立手続き支援、市民
後見人の養成などを行
い、制度に対する市民
の理解を深め、利用促
進を図る。（35,317千
円）

　申立件数や報酬助成の件数は増加しており後見支援セン
ターや家庭裁判所と連携し対応できている。
　今後は、さらに高齢化が進み、成年後見制度を必要とする
対象者が増加していくことが予測され、事業を継続するとと
もに、制度の理解について広く周知に取り組んでいく。

2
成年後見支援セ
ンター

　成年後見制度の普及・啓発、専門相談、申
立手続き支援、市民後見人の養成などを行
い、制度に対する市民の理解を深め、利用促
進を図ります。

地域包括ケ
ア推進課

4章3-
(2）
P71

成年後見支援セン
ター

申立件数
及び報酬
助成件数

件

判断能力が不十分な高齢者な
どを保護するため、成年後見
制度利用支援を行った。ま
た、市長申立を後見人および
親族申立て費用を助成した後
見人に対し報酬助成を行っ
た。
（4,560千円）

判断能力が不十分な高齢者な
どを保護するため、成年後見
制度利用支援を行った。ま
た、市長申立および親族申立
て費用を助成した後見人に対
し報酬助成を行う。
（5,941千円）

判断能力が不十分な
高齢者等を保護する
ため、成年後見制度
利用支援を行った。
また、対象者には、
市長申立て及び親族
申立てに要する費用
と後見人等報酬を助
成した。（5,941千
円）

判断能力が不十分な高
齢者などを保護するた
め、成年後見制度の利
用を支援する。また、
成年後見人への報酬助
成範囲を、一部拡充す
る。（13,738千円）

1
成年後見制度利
用支援

　判断能力が不十分な高齢者などを保護する
ため、成年後見制度の利用を支援します。
なお、成年後見人への報酬助成範囲を、一部
拡充します。

地域包括ケ
ア推進課

4章3-
(2）
P71

成年後見利用支援事
業

６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

（２）成年後見制度への対応

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名 数値目標・単位

６期計画（27～29年度）

18



資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

介護保険課より別途作成依頼の予定

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

達成率 #DIV/0! #DIV/0!

進捗度 　 　

達成率 #DIV/0! #DIV/0!

進捗度 　 　

今後も、施設などにおける居住費・食費の補足給付や社会福
祉法人など利用者負担軽減対策事業、災害などの特別な事情
による減免など、利用者負担軽減対策を実施します。

設定不可

①認定件数：4592件
②認定件数：35件
③認定件数：1件
④認定件数：3件

予算額
①1,460,140千円
②948千円
③0円
④0円

決算額
①1,452,535千円
②231千円
③0円
④0円

予算額
①1,557,293千円
②1,005千円
③0円
④0円

今後も、収入や資産等、一定の基準を満たす低所得者に対し
本市独自の保険料の減免を実施します。

2
低所得者に対す
る利用者負担軽
減

　施設などにおける居住費・食費の補足給付
や社会福祉法人など利用者負担軽減対策事
業、災害などの特別な事情による減免など、
利用者負担軽減対策を実施します。

介護保険管
理課

5章-(2）
P89

①特定入所者介護
サービス等費
②社会福祉法人等利
用者負担軽減対策事
業費
③利用者負担額の減
額
④東日本大震災によ
り被災した被保険者
の利用料等の免除

設定不可

減免を要する被保険者に対
して、過度な負担とならな
いよう適切な減免を行っ
た。
減免決定件数：195件
減免額：2,667千円

27年度と同様に本市独自の
低所得者減免を実施する。

減免決定件数：199
件
減免額：2,698千円

28年度と同様に本市
独自の低所得者減免
を実施する。

1
低所得者に対す
る本市独自の保
険料減免

　介護保険料の新第２段階・新第３段階につ
いては、収入や資産等、一定の基準を満たす
方に対し、本市独自の保険料減免を継続しま
す。

介護保険管
理課

5章-(2）
P89

低所得者に対する本
市独自の保険料減免

数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

　ア　被保険者数、要介護認定者数及びサービス利用者数の見込み

　イ　サービス種類ごとの利用者数及びサービス量の見込み

　ウ　保険給付費及び地域支援事業費の見込み

（２）低所得者への配慮

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
所管課の事業名

　５介護保険サービスの提供

（１）介護保険サービスの提供見込み
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資料２・別紙
千葉市高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）における
計画事業の取組および進捗・達成状況について
【計画期間：平成27年度～29年度】

進捗度について   ☆ 数値目標を達成・もしくは上回っている。（数値目標に対する達成率：１００％以上） 

                ○ 数値目標を概ね達成している。（数値目標に対する達成率：９０％～１００％未満） 

                                       △ 数値目標を下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％～９０％未満） 

                                       ◆ 数値目標を大幅に下回っている。（数値目標に対する達成率：５０％未満） 

数値目標 実績 取組結果 数値目標 実績 取組状況 取組結果 数値目標 取組状況

達成率 #DIV/0! #DIV/0!

進捗度 　 　

1,400 1,544 1,440 1,484 1,485

達成率 110.3% 103.1%

進捗度 ☆ ☆

20 20 20 20 20

達成率 100.0% 100.0%

進捗度 ☆ ☆

1 1 1 1 1

達成率 100.0% 100.0%

進捗度 ☆ ☆

160 168 163 141 165

達成率 105.0% 86.5%

進捗度 ☆ △

　 100 100 100 100 100

認定調査員研修（現
任）

達成率 100.0% 100.0%

進捗度 ☆ ☆

　今後も審査会委員の研修や「審査部会長会議」の開催によ
り、各部会の審査判定の平準化を図る。
　また、認定調査が正確に行われるよう引き続き調査員の研
修を実施する。

研修実施
受講率

(調査員)
％

認定調査を行う調査員に対
して研修を行い認定調査の
質の向上を図った。実施
日:H27.11.16

認定調査を行う調査員に対し
て研修（12月）を行い認定調
査の質の向上を図るとととも
に、介護認定審査部会長会議
（8月）を開催し、審査判定の
平準化を図る。

認定調査を行う調査員
に対して研修を行い認
定調査の質の向上を
図った。実施
日:H28.12.15（35千
円）
介護認定審査部会長会
議を開催し、審査判定
の平準化を図った。
実施日H28.8.3（653千
円）

認定調査を行う調査
員に対して研修（12
月）を行い認定調査
の質の向上を図る。

8
公平な要介護認
定の実施

　認定調査が正確に行われるよう引き続き調
査員の研修を実施するとともに、審査会委員
の研修や「審査部会長会議」の開催により、
各部会の審査判定の平準化を図ります。

介護保険管
理課

5章-(3）
P90

①
実施期間：H27.4～H28.3
決算額：7,156千円
②
開催日：H28.3.15～3.16
決算額：476千円

①
実施期間：H28.4～H29.3
予算額：7,150千円
②
開催予定：H29.3
予算額：945千円（全サー
ビス合計）

①
実施期間：H28.4～
H29.3
決算額：4,479千円
②
開催日：H29.3.16～
3.17
決算額：509千円

①
実施期間：H29.4～
H30.3
予算額：7,198千円
②
開催予定：H30.3
予算額：779千円
（全サービス合計）

①事業所数の増加に対応するため、実地指導の人員体制を強
化するとともに実施件数を増やしていく。
②引き続き事業者の参加促進に努め、必要な情報を提供して
いく。

6
介護保険給付の
適正化

給付の適正化を図るため、引き続き事業者実
地指導、介護保険事業者集団指導、住宅改修
にかかる施工前後の現地確認、介護給付費通
知などを実施します。
　また、居宅介護支援事業所に対しては、実
地指導の際に、ケアプラン点検を実施しま
す。

介護保険管
理課

5章-(3）
P90

①ケアプラン等点検
等事業（事業者実地
指導を含む）
②介護保険事業者集
団指導
③住宅改修にかかる
施工前後の現地確認
④介護給付費通知

実地指導
数

事業
所

発行部数
①51,000冊
　　(1,706,918円)
②258,000冊
　　(1,351,404円)
③10,000冊

①46,000冊（1,819千円）
②284,000冊（1,911千円）
③10,000冊（経費なし）

発行部数
①46,000冊
（1,281,744円）
②266,000冊
（1,637,496円）

①47,000冊（1,500
千円）
②287,000冊（2,356
千円）

　今後もバンフレット・リーフレットをとおして、介護保険
制度に関する普及・啓発を行う。

5
制度や事業者情
報に関する広報
の推進

　年度ごとにパンフレットを更新し、各関係
機関に必要数を配布することにより、介護保
険制度に関する普及・啓発を行います。

介護保険管
理課

5章-(3）
P90

①介護保険パンフ
レット作成
②介護保険料しおり
作成
③ハートページ（事
業所ガイド）発行

発行回数 回

介護相談員が施設訪問して利
用者等の相談に応じ、その疑
問・不安・不満の解消を図る
とともに、派遣を受けた事業
所におけるサービスの質の向
上を図った。
対象施設：57施設
訪問回数：述べ1,344回
決算額：7,567千円

引き続き特養、老健、GHに介
護相談員を派遣し、利用者の
疑問等の解消に努めるととも
に、当該施設のサービスの質
の向上を図る。
対象施設：57施設
延べ訪問回数：1,360回
予算額：8,550千円

介護相談員が施設訪問
して利用者等の相談に
応じ、その疑問・不
安・不満の解消を図る
とともに、派遣を受け
た事業所におけるサー
ビスの質の向上を図っ
た。
対象施設：56施設
訪問回数：述べ1,366
回
決算額：7,240千円

引き続き特養、老健、
GHに介護相談員を派遣
し、利用者の疑問等の
解消に努めるととも
に、当該施設のサービ
スの質の向上を図る。
対象施設：57施設
延べ訪問回数：1368回
予算額：8,404千円

今後も利用者の疑問等の解消を図るとともに、事業所のサー
ビスの質の向上を図る必要があるため、引き続き計画に即し
て事業を実施していく。

3
介護相談員派遣
事業の実施

　市が委嘱した介護相談員が、サービス事業
所を訪問して利用者などの相談に応じること
により、その疑問・不安・不満の解消を図る
とともに、派遣を受けた事業所におけるサー
ビスの質の向上を図ります。

介護保険事
業課

5章-(3）
P90

介護相談員派遣事業
介護相談

員数
人

引き続き集団指導及
び事業者連絡会議を
開催し、サービス事
業者への情報提供に
努める。
開催予定：H30.3
予算額：1,558千円
（全サービス合計）

数値目標を上回る参加があった。引き続き事業者の参加促進
に努め、必要な情報を提供していく。

1
介護保険事

業課
5章-(3）

P89

介護保険事業者集団
指導
指定居宅サービス事
業者等連絡会議

参加事業
所数（全
サービス
合計）

事業
所

集団指導及び事業者連絡会
議を開催し、運営基準の解
釈や制度改正点等の周知を
図った。
開催日：H28.3.15～3.16
決算額：951千円(全サービ
ス合計)

引き続き集団指導及び事業
者連絡会議を開催し、運営
基準の解釈や制度改正点等
の周知に努める。
開催予定：H29.3
予算額：945千円（全サー
ビス合計）

集団指導及び事業者
連絡会議を開催し、
サービス事業者への
情報提供を行った。
開催日：H29.3.16～
17
決算額：1,018千円
(全サービス合計)

あんしんケアセンターにて、
支援困難事例の対応や地域の
介護支援専門員の支援等、包
括的・継続的ケアマネジメン
ト業務を実施している。
（727,543千円）

あんしんケアセンター
にて、支援困難事例へ
の対応に関する相談や
資質向上を図るため、
事例検討会や研修会を
実施することで支援を
行った。また、介護支
援専門員同士のネット
ワーク構築に取り組む
とともに、関係機関と
の連携を図り、包括
的・継続的ケアマネジ
メント業務を実施し
た。
（657,503千円）
※あんしんケアセン
ター増設準備23,784千
円を含む

あんしんケアセンター
にて、支援困難事例へ
の対応に関する相談や
資質向上を図るため、
事例検討会や研修会を
実施する。また、介護
支援専門員同士のネッ
トワーク構築に取り組
むとともに、地域ケア
会議の開催等により、
関係機関との連携を図
り、多職種協働による
包括的・継続的ケアマ
ネジメント業務を推進
する。
（823,938千円）
※あんしんケアセン
ター支援体制整備
（12,000千円）を含む

　あんしんケアセンターの主任介護支援専門員が中心とな
り、地域の介護支援専門員に対し、支援困難ケースへの対応
に関する相談や支援を実施するほか、資質向上を図るため、
事例検討会や研修会を開催するなどの支援を行った。
　また、介護支援専門員同士のネットワーク構築とともに、
「地域ケア会議」「多職種連携会議」の開催等によって、多
職種協働による連携体制を整備し、引き続き包括的・継続的
ケアマネジメントの推進に取り組んだ。

1

ケアマネジャー
への支援

　千葉市介護支援専門員協議会と密接に連携
し、ケアマネジャーへの情報提供や研修を実
施するほか、あんしんケアセンターで、支援
困難事例などの相談対応など、ケアマネ
ジャーへの支援を行います。
また、介護保険事業者集団指導及び指定居宅
サービス事業者など連絡会議を開催し、運営
基準の解釈や制度改正点の周知を行うことに
より、適正な事業運営とサービスの質の向上
を図ります。

地域包括ケ
ア推進課

5章-(3）
P89

地域包括支援セン
ター運営事業費

設定不可

あんしんケアセンターにて、
支援困難事例の対応や地域の
介護支援専門員の支援等、包
括的・継続的ケアマネジメン
ト業務を実施した。（地域包
括支援センター運営事業費
629,116千円）

所管課の事業名 数値目標・単位

６期計画（27～29年度） ６期計画（27～29年度）

２７年度 ２８年度 ２９年度 27～29年度の取組に対する評価
（計画期間全体を通じた評価）

（３)介護給付適正化の推進

ＮＯ 事業名 事業内容 担当課
６期計画
での位置

づけ
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